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　作中の会話文で「」は日本語での会話、『』は韓国語での会話として分けて表記しております。



  

    　　君が見たいから　　第一部



  
一

　 




　梅雨の空模様をひきずったまま、七月が始まった。

　日本電機サービス東京本社では、近々、外国企業とタイアップして新プロジェクトが発進するらしい。社内は活気付いているが、総務部の仕事とはあまり縁がなさそうに見える。

　オフィスの窓から見えるどんよりとした雲を眺めて、池上唯は小さなため息をついた。まるで、今の自分のようだ。もうすぐ二十六歳になるが、近頃あまりいいことがない。

　学生時代、友人達に乗せられて大学のミス・コンテストに参加し、準ミスに選ばれた経歴もあったが、性格的に華やかな舞台は苦手だったから、地味な事務職を志望した。

　今までそれで満足していたが、最近少し物足りなくなってきたようだ。




　思いを無意識に口にしていたらしい。すかさず、隣のデスクから声が掛かった。

「いいことないって、池上さん。そりゃー、やっぱ彼氏ですよ！　彼氏！　いないなんて信じられないなぁ、こーんな美人さんなのにもったいない。だから、試しにどうっすか、俺で？」

「またぁ……、津嶋君、これで何回目？　百回言われても困るから、わたし」

　二歳年下の津嶋から、いつものように本気とも冗談ともつかぬ顔で話しかけられ、噴き出してしまう。朝からやめてよね、といなしていると、背後からコピーの束を手にした女子社員、木原愛美が割り込んできた。

「ほら、唯はあんたなんかお呼びじゃないって言ってるでしょ！　ねぇ、唯、だけど冴えないのはほんとよ。今日の八時から一緒にどう？　わたし達だけだし」

「もう！　だから、どうして朝からそういう話になるわけ？」

　笑いながらコピーを受け取った彼女に、愛美は指をちっち、と振って、さらに突っ込んできた。

「相変わらずお堅すぎる！　別に急ぎの仕事があるわけじゃなし、たまにはいいじゃない。それに、いいことは待ってても何も降ってこないのよ。積極的に見つけに行かなくちゃ！」




　そのとき、傍らから皮肉たっぷりの課長の声が聞こえ、三人はいっせいにフリーズした。

「木原さん、業務時間中の私語は慎んでいただきたいですねぇ。池上さん、ちょっと会議室に。神谷専務がお呼びです」

　専務と聞いて、はっとした。周りからも好奇の眼差しが飛ぶ。




　何かしら？　驚きながら、急いで立ち上がって上司について行った。会議は現在進行中らしく、大会議室の楕円形テーブルにはぐるりと、普段口を利いたこともないようなお偉方が並んでいる。

　総務課のわたしに、いったい何の用があって……。

　課長から紹介され、おずおずと頭を下げたが、場違いなムードに戸惑っていた。ふいに、上座から声がかかった。




「君は韓国語ができるそうだが、どの程度のレベルかね？」

　手元のファイルをめくりながら、専務の鋭い目がじっと見つめている。思いがけない展開に、ごくりとつばを飲み込み、できるだけ落ち着いて答えた。

「日常会話、ビジネス会話、それからビジネス翻訳も可能です」

　唯の入社時のセールスポイントの一つがこれだった。マイナー学科と言われながらも、なぜかハングルが好きで、大学の外国語学部で韓国語を専攻した。ソウルで長期ホームステイやワーキングホリディの経験もある。

　だが、これまで仕事でその語学力を必要とされたことはなかった。専務達は唯を無遠慮に眺め下ろし、満足したように頷いた。




「君も聞いていると思うが、今度、我が社は新規プロジェクトで韓国の大企業と技術提携をしていくことになった。そのスタッフとして、君も加わってくれたまえ。本日付で君の業務は、企画が終わるまでこちらに移動とする。これがプロジェクトの概要だ。しっかりと目を通しておくように。何より、韓国語の方、よろしく頼むよ」

「は、はい……、わかりました。頑張ります……」

　一瞬頭が真っ白になったような気がした。信じられない思いで、そのファイルを受け取り、示された空席に腰を下ろす。

　先ほどの言葉が心に浸透してくるにつれ、唯の中に大きな喜びがこみ上げてきた。

　自分もこのプロジェクトに加われるの？　本当に？　たった今、文字通り、大抜擢を受けたのだと嬉しくなる。

　一瞬途切れた会議は、すぐさま元に戻った。あわただしくファイルを繰りながら、唯も内容を理解しようと一生懸命になった。




***　***　***




　その夜、総務課のメンバー三人は、食後の二次会とばかりに会社近くのゴージャスなラウンジに座っていた。

　唯が専務に呼ばれた後の一部始終を話すと、愛美はカクテルを飲みながら、うらやましげにため息をついた。




「いいなぁ、わたしなんか外国語はさっぱりだから、そんなの夢のまた夢！　やっぱり今からでもビジネス英語、習うべきかなぁ。なんて言っても、グローバル化時代だもんね。ほら、唯、お祝いなんだから、もっと飲みなさいってば！」

「だから、飲んでるじゃない」

　慌てて手にしたグラスを掲げて見せると、愛美が「よし」とばかりに頷いて前を向く。二人の前では、唯の隣席の男性社員、津嶋が面白くなさそうに、ちびちびとグラスを舐めていた。




「こーら、津嶋くん、何、しけた飲み方してるのよ？　さては焼いてるんでしょ、唯に」

「べっつに、俺、そんな心の狭い人間じゃないっすよー」

　そう言いながらも、やはり機嫌が悪そうだ。同僚が唐突に新規プロジェクトに引き抜かれたとあっては、無理ないことかもしれない。

「じゃあ、明日から、唯はそのチームに配属ってことね。まぁ、津嶋君！　そうがっかりした顔しなくても……」




　そのとき、スーツ姿の男が三人、店に入ってきた。

　彼らが傍を通り過ぎたとき、おしゃべりな愛美でさえ言葉を止めた。ハングルの会話が耳に入り、唯がぱっと顔を上げる。




　この人達、韓国の人……？




　何はさておき、韓国語会話の勘を大至急、ビジネスレベルに戻さなければならない。そう思案していた矢先だったから、つい凝視してしまった。

　彼女の視線に気付いたように、中で一番若い男が振り返った。




　まだ二十代後半くらいかもしれない。けれどとても目立つ。

　容貌が端正だ、というばかりでなく、どこか華と気品があった。その男の黒い目にさっと射すくめられたような気がして、唯の心臓がどきんと跳ね上がる。慌てて、目をそらせてしまった。

　隣で同じく彼らを目で追っていた愛美が「いい男ねぇ」と呟いている。

　耳にして、くすっと笑ってしまった。無理もない。韓国でもあんな男性には、そうそうお目にかかれない。

　いったい、どういう人達だろう？　今流行の韓国スターのお忍びの来日かしら？




　急に振り向いた愛美が、何やら目を光らせて唯をつついた。

「ねぇ、あの人も、さっきからこっちを見てるじゃない？　何か言いたそうな感じ……。お知り合いになれないかなぁ、ほら、唯のハングルで！」

「何言い出すのよ！　全然無関係な人達じゃない！　興味があるなら、愛美が直接話に行けばいいわ」




　気持を見透かされていた様で慌ててこう言い返すと、手元のグラスに口をつけた。口当たりはいいが強い目のお酒を一息に口に含んでしまい、かっとむせた。もともとそう強い体質ではない。

　それでもまだ、まといつくような視線を感じていた。恐る恐るもう一度目を向けると、男が何か言いたそうな、不思議な表情をしている。愛美がにっと笑った。

「なんだか向こうの彼氏さんも、唯に関心がありそうねぇ？　ずっと唯のこと見てるわよ」

「気のせいだってば。あまりじろじろ見てると失礼よ」




　ふいに、件の男が指を鳴らしてバーテンを呼んだ。何か囁かれたバーテンが、心得顔でカウンターに戻ると、小さなカクテルグラスを置いた銀のプレートを手に、こちらのテーブルにやってきた。驚いて見上げた唯の前にそれを置き、耳元で囁く。

「あちらのお客様からでございます。もしよろしければ、少しご同席いただけないかとのご伝言ですよ」

　さりげなく言い残し、返事も聞かず立ち去って行く後姿を眺め、唯はぽかんとした。

　まさか！　コンパニオンか何かと勘違いされてる？　普通の服装なのに……。だとすれば誤解もはなはだしい。




　衝動的に、そのグラスを手に立ちあがった。おお！　と見上げた愛美達も無視し、男の方へ歩いていく。

　彼は近付いてくる彼女をじっと見つめていた。唯は彼らの傍に立つと、カクテルグラスをテーブルにすっと置き、ハングルで話しかけた。

『これは、お返しします。いただく理由がありませんから』

『ヤン・ジス……？』




　彼女の言葉を聞くなり、若い男はかすれた声で問いかけてきた。どこか切羽詰った響きが混じっている。前に座っていた男が、ぎくりとしたように唯を見上げた。

　唯は目を見開いた。なるほど、この人は誰か知り合いの女性と自分を見間違えたようだ。

『いえ、違います……。あの、もしかして、わたしをどなたかと勘違いされたんですね、それでわかりました。でも、お人違いですよ』




　納得すると同時に何だかがっかりした。早く退散しよう。

　それじゃどうも……、と軽くお辞儀して立ち去りかけたとき、ふーっと深い吐息をついて、彼が唯の手首を掴んだ。はっと立ち止まった彼女に、さらに好奇心をそそられたようだ。




『どうも失礼しました。近くで見ると確かにあなたは彼女とは違います。ハングルがとてもお上手ですが、もしや在日僑胞の方ですか？』

　再び口を開いたとき、彼の言葉遣いは、とても丁寧だった。

『いいえ、わたしは日本人です。ハングルは好きで勉強しただけですから……』

　手首を掴まれているのが気になって仕方がない。軽く引っ張ると、彼もやっと気付いたように手を離した。

『ああ、すみませんでした。どうか気を悪くしないでください。ハングルがお上手だから、もしやと思ったんです』




　彼はくったくのない笑みを見せた。その人懐こい表情に心臓が反応した。いきなりの連続で、むっとしていた唯も、つい微笑み返してしまう。別に悪気はなさそうだ。




『あなたは、僕らの国に来たことがありますか？』

『はい、韓国は好きなので、たまに遊びに行きます。ハングルは大学で勉強したのと、ソウルでのホームステイのときに覚えたんです』

『それは嬉しいな』彼は明るく言った。

『僕らは今日、ソウルから東京に着いたばかりです。日本には以前から来たいと思っていました。だけど、なかなか機会がなくてね』




　聞いているうちに、気持と耳が、一緒にほぐれてくるのがわかった。彼はまだ立っている唯に隣に座るよう促し、バーテンに二杯目を注文した。

　断ろうとしたが、彼が再び強く腕を引っ張った拍子に、席に座り込んでしまう。




　ちょっと……。何、強引な人……。

　驚くと同時に、韓国人の主体性の強さを思い出し、ちょっと笑えた。目の前で、いかにもお目付け役という雰囲気の男性が、少し顔をしかめている。

　それにも頓着せず、好奇心を覚えたように、彼はさらに話しかけてきた。

『ハングルのできる日本女性に、こんなに早く出会えるとは思わなかった。我が国の文化と言語に関心を持ってもらえて、とても嬉しいですよ。せっかくですから、もう少し付き合ってください。マティーニはお嫌いですか？』

「あの、わたし、そんなつもりでは……」




　急いで断りかけても、どこ吹く風。きっと日本語がわからないのだろう。

　そのとき、専務の言葉を思い出した。そうだ。とにかく今、無料のフリートーキングの機会を得たのだ。この貴重なチャンスを無駄にはできない。




　心が決まると、唯もようやく微笑んでグラスを取り上げた。男が、日本についての印象を話し始めると、唯の中でここ数年間眠っていた語感が目覚め、溢れるように湧き出してくる。

　ハングルはとても率直な言語だ。感情も一緒に素直に現れてしまう。




　気が付くと、自分も普段よりずっと饒舌になっていた。目の前の見知らぬ男の、しっかりとした快活な声が耳に心地よく響いてくる。

　きっとこの人も、日本の女が珍しくて、色々話したいのだろう。それなら、わたしも遠慮なく付き合おう。




　そのまま、夢中で話し込んでいたらしい。やがて目の前で二人の男が立ち上がった。彼に何か耳打ちすると、唯に会釈して去っていく。




『よかったんですか？　あの人達、行ってしまいましたけど？』

　心配そうに問うと、もちろん、と、彼は微笑した。

『僕だって、男ばかりで飲むより、君と一緒の方が楽しいに決まってる』

『あなたって、どういう人なんです？』

『うーん、君にはどう見える？』

『お忍びで日本に来た王子様に見えるわ。そう言われません？』

『それじゃ、君は？　身をやつした日本の姫君かな？』

　にやっと笑って冗談ぽく返され、唯はとんでもない、と笑いながら手を振った。

『わたしは平凡な会社員ですから……』

『僕も普通の会社員ですよ。なら、別にかまわないだろう？　君のお連れの方も帰られたみたいだし、置いていかれた者同士……』

　言われて振り返ると、もとの席はもぬけの殻になっていた。

　愛美ったら、黙って帰るなんて、ひどいわ！　ちょっとがっくりし、唯の目が非難めく。

『気が付いていたのなら、教えてくださればよかったのに……』

『いや、実を言うと、僕もたった今気付いたところなんだ。もうそんな時間なのかな？』

『そうみたいですね、いつの間にか……』

　唯も携帯を取り出して、ため息をついた。




　いつの間にか、目の前の名も知らぬ出会ったばかりの男と二人、ラウンジに残されている。

　とても残念だけど、明日は大事な一日が控えている。もう帰らなくては。




『それじゃ、わたしもそろそろ失礼します……。本当にありがとうございました。お話できて、とても楽しかったです』

　言いながらバッグから財布を取り出し、おそるおそる尋ねた。




『あの、おいくらでしょう？』

『何が？』

『今いただいた、飲み物の御代です……』




　相手の目が点になったような気がした。えーっと、と困ったように呟く彼女を眺め、ふいに彼は声をあげて笑い出した。きちんと言ってるだけなのに何がおかしいの？

　むっとしていると、まだ笑いながら答える。




『いや、笑って悪かった。君は普段、男とこういう場所に来ないのか？』

　いつの間にか言葉遣いがフランクになっている。気が付いて、腹が立つより何だか嬉しくなった。彼は余裕で支払いを済ませ、まだ笑いを滲ませながら唯を見つめた。

　黒い瞳の奥に、何かが煌いた気がして、どきりとする。

「ありがとうございました。それじゃ、わたしはこれで……」




　どぎまぎしたのを隠そうと、慌てて立ち上がった拍子に、足元がふらついた。




『おっと！』

　彼の手がすかさず伸びて、転びそうになった唯を抱きとめてくれた。

　薄いブラウスを通して、仕立てのよいスーツの感触と、その下の見た目より筋肉質な体躯を感じると、ますますまごついた。

「ごめんなさい……、大丈夫ですから……」

　慌てて、手で身体を押し返すようにしながら顔を上げた。




　彼の顔が、息遣いが、あまりにも間近にあった。そればかりではない。まるで抱き合ってでもいるように、胸と胸、身体自体が密着している。

　唯の心臓が異常なほど打ち始めた。彼の息遣いも少し不規則になったような気がする。

　互いの目の中を覗き込んだ刹那、どちらからともなく、唇が重なっていた。




　何が起こったのか、よくわからなかった。そのとき唯は、自分がどこにいるのかさえ忘れた。わかっているのは、ただ自分の唇を覆い尽くした熱い唇の感触だけだった。

　それは味わうように唯の口の輪郭をなぞった後、優しく侵略を開始した。なめらかな舌先にそっとせかされ、ためらいがちに唇を開いてしまう。すかさず入ってきたカクテルの香りのする舌が、口内をくまなく弄っていくのを、うっとりと感じていた。

　やがて唇がうなじに滑り、ゆっくりと首筋を伝っていく。喉元に熱い息遣いを感じ、ぞくぞくするような快感を覚えた。体の一番奥底からこみ上げてくる得体の知れない欲望が、感覚を通して官能の源へと流れ込んでいくようだった。体中がほてってくる。

　このままでは、自分はどうなってしまうのだろう？　それでも離れるどころか、一層しがみついて、彼のスーツに手のひらと胸を押し付けていった。

　唯の反応に気付いたように、彼が顔を上げて小さく笑った。片方の手が動いて、宥めるようにブラウス越しに胸元を探り始める。片方の乳房を覆うように触れられ、びくりと震えた。薄い服地や下着の障壁など、あまり役に立ちそうもない。

　見下ろす彼の暗い瞳には、獲物を捕らえた満足感のようなものが浮かんでいた。




『……今から、僕の部屋に来てくれないか。君のことをもっとよく知りたいんだ』




　低い囁きが耳を掠めた。唯は、目を上げて彼を見返した。この出会ったばかりの魅力的な韓国男性について行きたいと、本気で思っている自分に驚く。




　これまでの唯なら、きっとすぐに断っていた。そもそも、こんな事態が起こること自体があり得なかった。行儀のいい自分の殻を破ったことは一度もない。初めて会った相手と、すぐにベッドインするなど、考えたこともなかった。

　けれど今だけは、どうしても断る気になれなかった。この名も知らぬ異邦人に、それほど強く惹きつけられてしまったのだろうか。

　あるいは、生まれ変わるチャンスが訪れているのかもしれない。




　……オーバーね。でも、いいわ。




　少しためらった後、唯は自分を抱く腕に顔を押し付け、そっと微笑んだ。人生で一度くらい、羽目をはずして、心地よい酩酊に身を任せてみるのもいいかもしれない。

　むしろ、今の機会を逃したくなかった。唯が無言で頷くと、背中に回された腕にぐっと力がこもる。




　そのまま、肩を抱かれて外に出た。表通りの車も、すでに少なくなっている。ラウンジのある建物から、道路を挟んですぐ向かいには、誰でも知っている一流ホテルがあった。彼はそこへ唯を誘って行った。

　男と肩を寄せ合い、中に入って行く自分の姿がホテルのガラスに映っていた。長いストレートの髪が、夜風になぶられ彼の腕にかかっている。

　なんだか、自分が自分ではないような不思議な感覚だった。







二







　ゴージャスな男には、こういう部屋がふさわしい……。

　広いスイートルームの窓辺に佇み、眼下に広がる東京の夜景を眺め、唯はしみじみと思っていた。

　今日は、初めから終わりまでいつもとは違う日のようだ。今日の占いに、大変化の日、とでも書いてあったかしら。




『好きにしていて。すぐ戻るから……』

　そう言い残し彼が出て行った後も、夢見心地のままでいた。

『今日、ついたばかり』と言っていた通り、クローゼットの前にはネイビーブルーの中サイズのトランクが、開かれないまま置かれている。

　なのにもう、部屋に女を連れてくるなんて、やっぱりすごい人かも知れない。

　あまり深入りしないよう、気をつけなくちゃ。でももう十分、危険領域に達してしまっているけれど……。




　矛盾したことを考えて、自分でくすっと笑ってしまった。

　一面の窓ガラスに映った大きな瞳はうるみ、頬も紅潮している。そのせいか、いつもの『池上唯』よりはるかに艶めいて見える。




　ちょっとした会議でもできそうなソファやテーブルを備えたリビングを抜けると、大きなベッドルームがあった。

　部屋の中央に置かれたキングサイズのベッドを見て、ぎくりとする。経験はそれほどないが、今はできる限り、落ち着いた都会の女を演じよう。彼にふさわしい女を。




　隣の部屋で人の動く気配がした。彼が戻ってきたのだ。少し緊張していると、ベッドルームに顔が覗いた。

『ああ、そこに居たのか。帰ったかと思った……。おいでよ』

　ジャケットを脱ぎ、ワイシャツのボタンをはずしかけている男の前で、少し戸惑っていると、彼の方が近付いてきた。目を細めて見下ろす端正な顔から、思いは何も読み取れない。

　わたしに、がっかりしているのかも……。そう不安になったとき、彼がふっと微笑んだ。手が伸びて、顎を持ち上げられる。

『もしかして、緊張してるのかな？』

『ええ……、少しは、ね』

　ためらいがちに答えると、唯の体に腕が回され、安心させるように抱き締めてきた。

『君は、すごくきれいだ……』

　かすれた呟きと共に再び熱いキスが落ちてくる。それは唯のためらいを全て吹き飛ばしてしまった。器用な指先が、慎重にブラウスのボタンをはずし、着ていた衣服が一枚一枚、絨毯に落とされていく。

　まだ夢心地のまま、気が付くとベッドに横たえられていた。彼が傍らでシャツを脱ぎ捨てると、見た目より広い胸板が露になった。唯の全身が闇雲にざわめき始める。

　気恥ずかしさ以上に、これからの一時を存分に満喫したいという衝動に駆られていた。まるで、この人に恋してしまったようだ。




　ライトが落とされた。けれど窓明かりのせいで完全な暗闇ではない。手に手を重ね合わせ、裸の胸が覆いかぶさってきた。触れ合った素肌は既に熱く燃え立っている。

　優しく、けれど有無を言わさぬ強引さで、彼が胸元に顔を埋め、唇と舌で丹念に愛撫を始めると、与えられる全ての悦楽を受け止めようと貪欲になった。




　ふいに、彼が唯の顔をのぞき込んで尋ねた。

『僕が、先を急ぎすぎると思ってる？』

『そんなことないわ……。あなたは旅行者だし、こんなこと……、よくあることでしょう？』




　身をよじらせ、あえぎ声を噛み殺しながら答えた途端、彼の愛撫が止まった。身体が少し強張っているようだ。

『なるほど……、それが君の考え方かい？　だから今夜、簡単に付いて来た訳か。純真そうな顔にだまされたみたいだな。きれいな顔をして、中身は娼婦と同じか。やっぱり日本人だな。ジスとは大違いだ』




　ジス……？　会った時にも言っていた。誰なの？

　酷い嘲りの言葉に、頭から冷水を浴びせられたような気がした。手で胸元を覆いながら、懸命に身を起こそうとする。

「違います。わたし、そんなつもりじゃ……。離して！」

『急に、嫌がる振りをするのか？』

　嘲るような声が跳ね返ってきた。唯の抗議も、彼にはむしろ白々しく聞こえたようだ。起き上がろうとする努力も虚しく、さらにがっちりと四肢を押さえ込まれてしまった。優しい情熱が消えた瞳には、今、露骨な男の欲望だけが浮かび上がっている。

『あるいはそれも、男をじらす君のテクニックの一つかな？　いずれにせよ、遠慮なく楽しませてもらうことにするよ』

『待って……。やめて！　嫌っ、お願……』




　全部まで言わせず再び降りてきた熱い唇が、唯の口から言葉を奪い取った。口内を再び荒々しくまさぐられ、思考も消し飛んでしまう。

　覆いかぶさってきた彼の肉体は、唯の身体から激しい渇望を引き出しては、同じくらいの激しさで奪い取って行く。それでも、乱暴に扱われているわけではない。全身に巧みな手と唇の愛撫を受けながら、どんどんのっぴきならない所へ追い詰められていくような気がした。

　これまで愛の行為でこんなにも感じたことは一度もなかった。いや、正確に言えばこれは、セックスのためのセックス。愛の行為でさえないのに……。

　嫌悪を感じるべきだ、と理性がどんなに訴えても、正直な肉体はそれを裏切った。予想通り、彼に与えられる悦びは素晴らしかった。溺れて虜になり、それ以外何もわからなくなっている。

　抵抗して意地を張ろうとしても、彼の方でも、そんなささやかな抵抗を突き崩そうとするように、一層巧みに敏感な部分に攻撃をしかけてくる。まるで、男と女の闘いだった。

　全身にたっぷり時間をかけた後、彼の長い指が彼女の脚の線を辿って、とうに濡れそぼっていた付け根に触れてきた。

　びくっと激しく震えたが、抑え込まれる。しばらくなぶるように弄んでいた指がさらに奥まで侵入し、敏感な真珠を探り出すと、それを丹念に味わい始めた。

　唯の爪が彼の肩に食い込んだ。全身が激しく震え、のけぞる。

　ああ、もっともっと、お願いよ……。

　思わず、ねだるように腰が揺れた。身体は完全降伏に近付いている。荒い息をつきながら、せめて大声を上げるまいと懸命に唇を噛みしめた。




　その時、意外なキスがそれを覆った。彼の唇は優しく、いたわるように唯の唇を開かせ、舌がしっとりと舌に絡み付いてくる。

　キスはとてもエロティックで、さっきと何かが違っていた。

　はっとして、涙が滲んだ目をおそるおそる開いたとき、彼も顔を離した。闇の中で、彼の瞳が唯を見下ろしている。

　すでに爆発寸前まで昂たかぶった彼女の身体を、自分のものだと言わんばかりに抱き寄せている男に、夢中になってすがりついていった。彼が少し笑って宥めるように肩をさすり、何か囁く。

　少し身体を離した彼が、再び覆いかぶさってきた。脚を大きく開かれ、ぐっと一息に貫かれる。装着した彼自身に深く強く攻め入られた時、唯の体の奥で限界まで膨れ上がっていた大きな塊が、突然爆発した。

　とうとう喉の奥から叫び声がほとばしった。もう何もわからない……。

　今、自分を支配しているのは、男の強い肉体だけだった。シーツの上に白い裸身をさらしたまま、幾度も揺さぶられ、否応なく全てを曝け出し、与え尽くさざるを得なかった。

　そして彼は残酷なまでに容赦なく、唯からすべてを奪っていった……。







　まるで嵐のようなひと時だった。全てが終わった後も、男はぐったりと横たわった彼女をしばらく抱きかかえていた。

　二人を包んでいた熱が次第に冷めてきて、手痛い現実が立ち戻ってくる。それでも、どうにも動けないまま、男の腕の中で少しまどろんだのかもしれない。

　ふいに、ベッド脇の灯りがついた。彼が立ち上がる気配がして薄目を開けると、ガウンを手にシャワールームらしいドアへ消えていくのが見えた。

　彼の姿が見えなくなると、唯もやっと身動きした。体はまだ、さっきの痛いほどの悦びに疼いている。手繰り寄せたシーツで裸身を覆いながら、こわごわ起き上がった。

　何気なくサイドテーブルを見た途端、そこに無造作に置かれた一万円札の薄い束が目に飛び込んできた。冷水を浴びせられたように、いっぺんに芯まで覚めた心地になる。




　あの人、本気でわたしを買ったつもりだったの？

　開いた口がふさがらないとはこのことだ。唯は汚らわしそうに顔を背けると、ぐらつく身体を無理やり引き起こした。

　ベッドの下に散らばっていた衣類をかき集め、手早く身支度を整える。

　シャワーは家に帰ってから浴びればいい。とにかく、彼が出てこないうちに、速やかに立ち去ろう。

　部屋を出る間際、一瞬だけベッドを振り返った。さっきまで絡み合っていた相手の滑らかな熱い肌と息遣いが、まといつくように蘇ってきて、目を閉じる。




　わたしって本当に馬鹿ね。あんな扱いを受けてもまだ……、未練がましいったら。

　でも思い出に、名前くらい聞いておけばよかったかも……。

　そう思いかけて、きっぱりと頭を振った。こんな不毛な感情は、さっさと断ち切るべきだ。どうせもう二度と会うことはない。

　心の中でそっと一夜だけの恋人に別れを告げ、唯はホテルの前からタクシーを拾った。




***　***　***




　昨夜のことは全部、夢の中の出来事にしておこう……。




　翌朝、アパートでいつものように目覚めたとき、唯はぼんやりした頭でそう思った。窓の向こうに晴れ間が覗いている。どうやら梅雨明けも近いようだ。

　寝不足の顔を丁寧なメイクでごまかし、首筋にかすかに残ったマークを隠すため、薄手のスカーフを巻いた。鏡の中のいつもより華やかな雰囲気に満足し、急いで出勤する。

　今日からいよいよ新企画がスタートする。しっかりしなければ。海外からの大事なお客様を迎える日に、ミスは決して許されない。




　あの男のおかげで、ハングルの語感もかなり取り戻せた。それだけは感謝するべきかもしれない。

　ふと、彼の心地よい声が聞こえた気がして、懸命に頭を振った。もう絶対に思い出しては駄目。自分に言い聞かせながらロッカー室で着替えていると、愛美が入ってきた。

　唯を見るなり、誰も居ない給湯室へ引っ張っていく。




「昨日、あのイケメンさんとあれからどうなったのよ？　ほら、正直に白状する！」

　目を輝かせて問う愛美をごまかすのは一仕事だと、唯がため息をついたときだった。別の女子社員が、慌てたように駆け込んできた。

「いたいた、池上さん！　専務がお呼びです。大宝グループの皆さん、三十分後に御到着だそうで、スタッフは全員、エントランスホールに集合してくださいって」

「え？　だって、午前中のミーティングの後、午後からじゃ……」

「あちらの御予定が変わったそうです。急いでくださいね！」

「はい、すぐに行きます！」

　これ幸いと愛美をかわし、制服を調えながら駆け出していく。




　唯が玄関ロビーに駆けつけて見ると、既に専務以下、スーツ姿のお偉方が、その場で打ち合わせ中だった。ばつが悪そうにおそるおそる一番後から近付くと、ジロリと睨まれる。

　スタッフの中で、彼女が一番若い女子社員ということで、さっそく、向こうの代表者に花束贈呈する役を承ってしまった。




　予定より少し遅れて、黒のリムジンが到着した。

　本社ビルの玄関口にずらりと並んだ日本電機サービス本社のトップ達に混じり、唯もにこやかな笑顔と拍手で出迎える、つもりだった。




　大宝グループのスタッフが入ってくる。先頭に立つのは意外にも若い男だった。その顔を見るなり、唯の笑顔が凍りついた……。




　この人、昨日の……!?
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　わたしは、まだ夢を見ているの？

　唯は我が目を疑った。だがそれは間違いなく現実だった。咄嗟に隣に居た男性社員の背後に隠れてしまう。

　どうぞ、彼がわたしに気付かないでいてくれますように……。




　だが、手にした花束で、それは不可能だとすぐに気付かされる。交わされるやり取りも、呆然としている唯の耳には、全て素通りしていくばかりだった。

　かろうじて男の名前だけは聞き取った。「ユ理事」と呼ばれているようだ。

　ということはこの人、大宝グループの役員か何かなの……？　

　眩暈がしてきた。けれどそんなことはお構いなしに、双方の挨拶が終わり、いよいよ花束贈呈の時になる。




　身体が震えるのを何とか隠し、固い表情に営業スマイルを貼り付けたまま、唯は大きな花束を手に向こうの代表者として立つ『彼』に歩み寄っていった。

　向こうもすぐに気付いたらしい。端正な顔に一瞬、激しい驚きがよぎったのが見て取れた。




　互いの衝撃を見事に押し隠したまま、花束はすんなりと笑顔で受け取られた。これでひとまず終わったと、唯がほっとした時、目の前に握手の手が差し伸べられた。

　はっとして見上げると、昨夜と変わらぬ黒い瞳が、挑戦的にきらめいている。仕方なくその手を軽く握り返した。写真が取られ、セレモニーは続いていく。誰も二人の間に流れた緊張には気付かない。




　専務が進み出て、唯を紹介した。

「ユ理事、この者は我が社で唯一、韓国語に堪能な者でして、理事にご異存がなければ、今企画のスタッフの一員として……」

「こちらのアガッシ（お嬢さん）のお名前は？」

「は？」

『池上唯、と申します』

　男が不意に発した韓国語交じりの問いの意味がわからなかったらしく、聞き返した専務の傍で、唯は挑むようにハングルで答えた。一同の視線が唯に向けられる。

「いけがみ　ゆい……」

　彼が噛みしめるように唯の名を繰り返した。射るような眼差しに顔がほてるような気がしたが、堅い表情のまま丁重に引き下がった。そのとき、彼が流暢な日本語で専務に話かけた。

「優秀な人材をおもちでうらやましいです。もちろん、何の異存もありません」

　また驚いて、彼をまじまじと見つめてしまった。彼がいたずらっぽく口角を上げたのが見て取れる。




　この人、日本語もできるの？　




　何だか騙されたようで、ますます腹が立ってくる。夕べよりさらに自信に満ちた輝きが彼を包んでいるようだ。

　大宝グループからの四人のスタッフの中で、彼一人、若過ぎるように見えた。多分まだ三十そこそこだろう。長めの髪が、片方の目にさらりとかかったその顔は、堅苦しいビジネスの場に似つかわしくないほど整っている。昨夜と同じく、話すとき口元に覗く白い歯も魅力的だ。

　随行員の中に、昨夜ラウンジで同席していた男二人の顔を見つけ、唯は目を覆いたくなった。考えなしに行動するからこんな羽目になるのだと、今さら猛反省しても後の祭りだった。







　そのまま一同は、準備された会議室に入って行った。唯も一番下座に着席する。




「大宝グループの理事、そして海外推進部門を担当しています、ユ・ソンウォンと申します」

　彼はマイクを通し、改めて一同に日本語で自己紹介をした。それからノートパソコンから正面のスクリーンに映写しながら、傍らに控えたビジネス通訳を通し、業務提携内容の説明を始める。




　簡潔にして明快、技術開発の分野にはまったく疎い唯ですら、これまでの製品にどのような改良が加わり、どのようなバリューを持って製品化されるのか、さらに見込まれる市場のことまで良くわかった。

　凛としたソフトな声が良く通る。彼の言葉の意味をほとんどストレートに理解できることに、唯は密かに感謝した。ただ、困ったのは、説明を聞きながら、夕べの出来事がたびたび脳裏に蘇ってくることだった。そのたびにデスクに突っ伏したくなる。あれは、本当に現実の出来事だったのだろうか？　

　とにかく、もう完全に忘れなければ……。

　そう決意して顔を彼に向けていると、意味ありげな視線に幾度もぶつかった。はっとして、そのたびに目をそらせる。

　日本電機サービス側の質問が始まった。通訳を要請され、やむなく立ち上がる。いきなりの本番の上、相手が『彼』だと思うと、かなりの度胸と根性が必要だった。が、同時に意地でも引けを取りたくない、という思いも沸いてくる。必死になって頑張った。




「新製品は従来の製品に対し、どれだけのマーケットシェアを見込めるんですか？」

「日韓共同の市場は見込めるとしても、中国などの安い商品に対抗するには、価格競争が激しくなるでしょう。またキャッシュのアウトフローも大きければ……」




　詰められていく過程は緊張に包まれた。通訳しながら汗が流れるほどだったが、全て予期していたように応えてくる彼には、寸分の乱れも感じられなかった。

　唯は密かに感嘆した。意思に反し、やっぱり素敵な人だと思ってしまう。それを本人に気付かれるくらいなら、死んだ方がましだけれど……。




***　***　***




　長い長い会議が終わった。ようやく遅い昼休みとなる。今日の共同会議はこれで終了し、明日までに、互いに出た課題を検討し直すことになった。

「ああ、池上君」




　人々に混じって会議室から出ようとしたとき、いきなり部長に呼びとめられ、ひやりとした。こちらへ、と脇に連れて行かれる。

「突然ですまないが、ユ理事からもしご要望があれば、都内の案内その他の便宜を図ってくれると、ありがたいんだがね。こういう気働きは女子社員が一番だ。秘書課の女性に頼むつもりだったが、あちらが、君がいいとおっしゃるんでね。もちろん、韓国語ができる者の方が具合がいいだろうから……」

　とっさに『ユ理事』を見ると、彼は素知らぬ顔で専務達数人と話し込んでいる。唯は慌てて断ろうとした。

「無理です、そんな、いきなり言われましても……、困ります！」

「何、君なら、理事と同世代だし韓国語もうまい。若い者同士、話も合うだろう？」




　なるほど、本社経営陣も若すぎる幹部の来訪に困惑しているのだろうか。唯が困り果てていると、今度は専務に呼ばれてしまった。

　部長に連れられしぶしぶ二人の前に立つと、神谷専務がにこやかに唯の肩を叩き、再び紹介されてしまう。

「ユ理事、滞在中のご不自由な点は、この池上に何なりとお申し付けください。本日は夕方から、料亭で大宝グループの皆さんの歓迎夕食会となっていますが……」

「いえ、今日は疲れましたので、わたしはその夕食会は辞退させていただきます。彼らだけでお願いします」

　大宝グループ側のスタッフ達を目で指して、彼がさらりと日本語で返したので、専務も驚いたようだった。

「そうですか、残念なことですが……。それにしても、理事は日本語が本当にお上手ですな。通訳も必要ない程で」

　けれどもう雑談に無駄な時間を費やしたくない、とばかりに、彼はてきぱきと答えた。

「本日は貴重なお時間を頂き、ありがとうございました。ご検討結果に大いに期待しています」

「では、ご不自由な点は何でもお申し付けください。わかっているね、池上君。理事が御入用の際には、この車を使いたまえ。できるだけスムーズに便宜を図るよう」




　そんな！　いったい何をどうしろって言うのよ？

　専務から差し出された鍵を仕方なく受け取りながら、内心パニックになっていた。だが、唯の事情など知る由もない上司達は、他の韓国側スタッフとともに、遅い昼食を取りに引き上げて行く。




「……本当にお疲れ様でした。それでは、わたしもこれで失礼いたしますので……」

　とうとう、会議室に二人きりで残されてしまった。急いで逃げ出そうとしたが、追いかけてきた皮肉な声に止められた。

『おっと、そうは行かないな。僕らには、話すことがあるはずだ。何のために彼らを追い払ったと思ってる？』 

　にやっと笑って、彼はケースにしまったノートパソコンを手に、唯の方に歩み寄ってきた。

『さっきの言葉を聞いてたんだろう？　君はこれから僕と食事に行って、東京を案内してくれることになってるんですよ、池上唯さん』

　はっきりと名を呼ばれ、どきりとしたが、言葉の意味が分かると、慌てふためいた。

「冗談はやめて下さい！」

『別に冗談なんか言ってないさ。それにしても……』

　ふーっと一つ大きく息を吐き出して、彼はひとり言のように言った。

『まさか君が、ここの社員だったとはね……』

『わたしだって、本当に驚いてるんです。あなたがまさか……。もし知っていたら、わたし、絶対にあんなことは……』

『あんなことって？』

「もう結構です！　お願いですから全部忘れてください!!」




　完全にからかわれている！　困っている唯を面白がるように、ゆったりと問い返す彼に腹が立ち、思わず日本語で叫んでしまった。途端に気付いて口を押さえる。こんな会話、通りすがりの誰かに聞かれたら大問題になる。

　必死になっている唯に、彼の眉も驚いたように上がった。




『昨夜といい今といい、やけに反抗的になるんだな。それが君の「地」なのかい？』

『ですから！　そういうお話はここでは……じゃなくって、とにかくですね！』

『そう「とにかく」。さっき君の上司は、僕の要望があれば便宜を図るように言われただろう？　上司の命令に逆らってはいけないね』

　痛い所を突かれ、ぐっと唇を噛んだ。唯の逃げ道を遮るように、ソンウォンが目の前に立つ。

『また会えてよかった。君には聞きたいことがあったんだ』

『何でしょう？』

『どうして昨夜、金も持たずに僕の部屋から消えた？』




　それは、ぎょっとするほどダイレクトな質問だった。唯の手から書類ファイルが滑り落ち、紙片が床に散らばった。慌ててかがみ込んで拾い集めていると、同じ紙片に手を伸ばした彼と手が触れ合った。はっとして引っ込める。

　そのリアクションに彼も驚いたらしく、眉をひそめて眺めている。二人の間に濃い沈黙が漂った。




『……本当に、申し訳ありませんでした』

　ようやく拾い集めた書類を神経質に整えながら、唯は途方にくれて切り出した。

『あなたがうちの会社の大切なお客様だなんて、まったく思いつきもしなかったんです。軽率でした。心から反省してます』

『軽率？　反省？　いったい何を謝ってるんだ？　……昨夜の君は、そういうふうには見えなかったけどね？』

　意外そうに問い返す彼の目が、心なしか曇ったような気がした。だが、唯はますます必死になって言い募った。

『わたし、あんなこと、生まれて初めてだったんです。信じてくださらないかもしれないですが、本当に……』

『……それは、君がバージンだったということ？』

　目を細めた彼が、さらに突っ込んできたので、唯は真っ赤になった。

『そっ、そういう意味じゃなく！　……いえ、そんなことどうだっていいでしょう！　問題はですね……、わたし達二人の間に、絶対あってはならないことが起こってしまった、その事なんです』

『なるほど。君はそう思っているわけだ』

『だって、だって、そうじゃないですか！』




　焦りがピークに達した。会社の会議室でこんな話をしているなんて信じられない。誰かが戻ってきたらどうするの？　ハングルだから意味はわからないかもしれないが、言い争いの雰囲気はばっちり伝わってしまう。

　ついに、彼女は頭を下げて頼み込んだ。

『お願いします。昨夜のことは全部忘れてください！　今後は仕事関係のお話だけ、ということに……』




　沈黙があった。返事がないので恐る恐る顔を上げると、ソンウォンの不可解な眼差しにぶつかった。何を考えているの？

　やがて、彼は応とも否とも答えないまま、閉まっていた会議室のドアに手をかけた。

『まずは食事に行こう。さっきから、お腹が空いてもう限界なんだ』







四







　結局、彼の希望により、唯が運転して赤坂方面へ行くことになった。

　内心、会計を危ぶみながら、落ち着いた佇まいの高級料亭に入る。日本庭園が見える一室を取って、向かい合わせに座った。ふすま絵と加賀友禅の屏風もしっくりと合っている。

　まだ昼中だったので、軽い目の会席になった。食べている間、彼は胡坐をかいて座り、唯にもしきりに脚をくずして楽に座れと言う。

　最初は強張っていた唯もつい笑い声をあげるほど、フランクな雰囲気になった。出された料理に手を付けたソンウォンが、ふと不思議そうな顔をする。

『これは何だい？　味がしないじゃないか？』

　ごく薄味の海鮮料理に真顔で問われ、ぷっと吹き出した。

『日本料理は素材の味を生かすので、微妙なんです。韓国の味付けこそ、どれもこれも唐辛子粉やコチュジャンの味じゃないですか。だから、こういう味加減がわからなくなってしまうんですよ』

　思っていたことをやんわり言うと、彼は反論せず頷いた。

『そうかもしれないな。だけど東南アジアの食べ物よりうまいよ』

『日本の他にも、色々と？』

『香港やシンガポールにも支社があるんでね。そっちにもたまに』

　さりげない答えに、ゆるぎない自信が垣間見えた。華やかなビジネスの国際舞台が、この人にはきっとよく似合う。唯は思わずため息をついた。

『海外事業部って大変そうですよね。お若いのにすごい責任だと思います。でもしょっちゅう海外って、恋人に恨まれたりしません？』

　言ってからしまったと思ったが、後の祭りだった。彼の目が楽しそうにきらめいた。

『気になるかい？』

『いえ、べっ、別にそういう訳じゃ……』

『そう言えば、君に恋人は？』

『あなたには、全然関係ないと思います！』

　もう！　どうしてそっちに話が向くのよ？　自分が言い出したのも忘れ、少しむきになったところへ、携帯が鳴った。ソンウォンは何もなかったように料理を口に運んでいる。相手が愛美だったので、出ないで切ってしまった。オフになってから電話すればいい。

『恋人じゃなかったのか？　出ても良かったのに』

『いいえ、友達ですから。それに、まだ業務時間ですし』

　まさかと言うように答えると、彼がふっと表情を和ませた。

『本当に特定の相手はいないみたいだな。安心したよ』

　何を言っているのだろう、この人は……。唯が困惑していると、何食わぬ顔で話題を変えてくる。

『そういえば、君のご家族は？』

『田舎に両親がいます。それから兄が一人……』

『出身はどこ？　東京じゃないのか？』

『ええ、隣の県なんですけどね……』

　まるで世間話でもしているみたいだ。乗せられて完全にプライベートなことまで話していた。どうしてこんなことまで……と少し不思議に思ったが、ハングルのせいか、別に違和感なく話せてしまう。




　勘定を支払おうとして、また止められた。くすっと笑って払ってくれる態度がいかにも自然だったので、領収書をもらい損ねてしまった。

　携帯で料亭の写真を撮っている彼より一足先に車に戻ると、午後四時半を回っていた。唯は、大きなため息をついてハンドルに額を押し当てた。




　無理。こんな状況であとどれくらいもつだろう。

　一生懸命自然に振舞ってきたけれど、本当は心臓が打ちっぱなしだ。その上、何だか親密な雰囲気に戻っている。

　いけない、いけない。もっとしっかり気を張っていなくては。




　助手席のドアが開き、彼が乗り込んできたので、唯はさっと姿勢を正した。

　そう、この人との距離が近過ぎる。これで意識するなと言う方が難しい……。




『本当に会社の歓迎会には出席なさらないんですか？　主役がいらっしゃらなくて、他の皆さんがお困りじゃないです？』




　エンジンをかけながら、少しやけ気味に声をかけた。個人行動はほどほどにしてもらいたいです、という嫌味もしっかりこめてみるが、少しも堪えないようだ。

『別にかまわないさ、チェ次長達がうまくやってくれてるよ。……それより、唯さん』

「はい、何でしょう？」

　いきなり呼びかけられ、慌てて隣を見た。密かに考えていたことに気付かれただろうか。




　そのとき、ふいに伸びてきた手が、唯の首筋を覆っていたシフォンのスカーフを取り去ってしまった。

　はっと襟元に片手を当てたが、彼はその手もそっと押しのけ、一本の指で鎖骨のあたりに触れてきた。

『これは……、昨夜僕がつけたしるしだね？』




　びくっと固まった唯の首筋を、彼の指先がそっと辿っていく。おそらくかすかに残っているしるしを、一つ一つ辿っているのだ。

『君が会議室でかがんだときに、見えたんだ。夕べはちょっと荒っぽかったかもしれないな』

『……ユ理事！　す、す、すみませんが、さっきも申し上げた通り、そういうお話は……』

『それは、君が一方的に言っただけだ。僕は同意なんかしていない。むしろ、もっと話したいくらいだ』

『困るんです、本当に……』

　途方にくれて呟く唯を見ながら、彼は自分の肩に軽く手をやった。

『ここにも残ってる。君の爪がつけた跡……。ちょっと痛い刺激だったな。君を見てるとなんだか疼くよ』




　はっとして唯は彼のスーツの肩を見やった。衣服の下の見た目よりたくましい身体に包まれ、無我夢中で声を上げて達した。その瞬間、夢中になってこの肩にしがみつき、爪を立てた。記憶がまざまざと蘇ってくると同時に、昨夜この男と共に味わったエクスタシーがフラッシュバックして、身がすくんだ。

　なんと言えばいいかわからず、途方に暮れて目を逸らした。首筋に触れていた手が、顎に滑り、唯の顔を引き寄せる。




『ほら、そういう脆もろそうな顔を見てると、なおさらそそられるよ。今すぐ、キスしたくなる』




　彼の顔が近付いてきた。唯の心の内を探るように覗き込んでくる双眸を、ただ魅入られたように見返す。あと少しで唇が触れそうだ。なのに触れない。進んでもいいかと、問いかけられている。

　唯は目を閉じた。無理強いではない。彼を押し返そうとすれば、きっと容易くできる。でも、そんなことは不可能だった。なぜなら、心の底から彼のキスを求めているから。

　そっと唇を覆われたとき、待ち焦がれていたように身体が激しく震えた。積極的に彼を求めて唇を開く。そう、自分はこれを待っていたのだ。まさぐってくる舌をためらうことなく受け容れ、こちらからも舌を絡めて、昨夜より貪欲に彼を味わった。生々しい疼きが再び身内を熱く走り抜けていく。

　耳元で熱い吐息が聞こえ、抱き寄せる手に力がこもった。彼の手が衣服の下にもぐりこんで、滑らかな腹部から、肌を再び味わうように這い上り始める。既に堅く尖っていた敏感な果実をブラジャーの上からつままれ、びくっとした。彼女の声を抑えるように、キスが深くなる。




　そのとき、唯のポケットで携帯が振動し始めた。はっとして目を開けたとき、ソンウォンも顔を離した。抱き寄せられていた身体をそっとシートに戻され、唯は半ば呆然と瞬きした。

　夕方の日差しの中、誰かが駐車場を横切っていく。車内とはいえ、こんな人目に触れる場所で我を忘れた自分に嫌悪を覚え、急いで乱れた服を調えた。馬鹿なわたし。またしてもこの人の誘いに乗ってしまった！




　一度切れた携帯が、また振動している。急いで取り出すと吉岡部長だ。ああ、もう、最悪……。救いようのない気持で出ると、せいた声が聞こえてきた。

「池上君！　今どこに居るんだね？　ユ理事もご一緒だろうね？」

「は、はい！　もちろんです。申し訳ありません、今、赤坂です。食事をしていましたので…」

「遅れても構わないから、なんとか理事に歓迎会に合流してもらえるよう、君から薦めてくれないか？」

「わかりました。必ずお連れしますので」

　すぐに約束して通話を終えた。なんだか蒸し暑い。エアコンを強くし、ハンドルを握り締めた。必要以上に注意深く車を出すと、流れに乗るまで運転に集中する振りをする。




『僕を、どこへ連れて行くつもり？』

　隣から優しすぎる声がかかった。だが唯は、強いて事務的に答えた。

『歓迎会場です、理事にも、ぜひ出席していただきたいそうです』

『さっき食べたばかりじゃないか。そんなに続けては無理だよ』

『飲み物だけお付き合いされるという手もありますよ』

『……そんなに僕から離れたいのか？』

　揶揄するような口ぶりにカッとなって、つい鋭く言い返した。

『はっきり言えば、その通りです！　ユ理事、わたしで遊んでいらっしゃいませんか？』

『唯さん、二人きりの時は「理事」じゃなくて、ソンウォンと呼んでもらいたいな。普通、友達や恋人同士は名前で呼び合うものだろう？』

「……もう、やめてください！」

　丁度、赤信号になったので、乱暴にブレーキをかけてから、彼女は隣をにらみつけた。やっぱり遊ばれている。自分の浅はかな恋心が、どうやら完全にばれてしまったようだ。

　だが、見返した彼の眼は、からかいと言うより、どこか翳りを帯びていた。







　カーナビが示す目的の会場が、目の前に迫っていた。それ以上、互いに何も言わないまま、店の前に寄せて駐車する。

「ここです。着きました」

　先に降りようとドアに手をかけたとき、ソンウォンが唯の腕を掴んで引き戻した。

　振り向いた唯の目に、隠しきれない切ない色が揺れた。それを真正面から捉え、彼は力を込めて言った。




『あさってか、遅くともその次の日には、僕はソウルに戻る。時間がないんだ……。恋人同士になるための、まっとうな手順を踏んでる暇がない。それでも、僕は君にどうしようもなく惹かれてる。それは確かみたいだ。僕ら、お互いにそうじゃないのか？』




　彼の声が心なしかかすれた。時間がない……。その切羽詰った口調に、唯の心臓がまた大きく波打った。

　だが何も言い返せないでいるうちに、彼はため息をついて唯の腕を放すと、助手席側のドアを開けた。




『君に無理強いするつもりは、もちろんないよ。今日は帰りたいなら帰ればいい。君の上司には僕からうまく言っておくから。あと、これ』

「………」

　差し出された名刺サイズの紙片を見つめたまま、動かない唯を見て、助手席にひらひらと落とすと、微笑んだ。

『僕の日本での携帯番号。それじゃまた明日、会社で会おう。唯さん』




　そして、唯のことなどもう忘れたように、携帯を取り出して通話しながら歩いていく。

　店の入り口で誰かが出迎えているのが見えた。中に消えていく後ろ姿を見つめながら、唯はまだ少し震えていた。




***　***　***




　……僕は君にどうしようもなく惹かれてる。それは確かみたいだ。僕らは、互いにそうじゃないのか？




　もう何十回繰り返したかわからない言葉が、また頭の中を渦巻いている。

　今、唯は自室のベッドに横たわって、自分の携帯と彼がくれたメモをいじりながら思い悩んでいた。




　まだ本当に出会ったばかりなのに……。彼も認めてくれたほど、お互いに惹かれ合っているのだろうか？

　彼もわたしに魅力を感じてくれているなら、本当に嬉しいし、もっと魅力的になりたいと心から思う。

　でも……。

　あさってかその翌日にはソウルに帰る人が、東京の女に恋人らしく振舞っても、それはどう考えてもひととき限り。所詮は先のない遊びの恋なのだ。

　割り切ってもう一晩か二晩、彼と素晴らしい時を過ごして散るか、もうきっぱりと仕事づきあいで終わらせるか。選択肢はどちらかしかない。




　別に割り切ればいいじゃない。何を迷っているのよ？

　そう心が問う。彼と過ごした夜を思い出すたび、身内に震えが走る。たまらなくなって、唯は自分の身体を抱き締めた。

　ああ、どうして、こんなにも彼に恋してしまったんだろう……。







　勢い込んで掛かってきた愛美からの電話にも、「ごめん、疲れてるから」とろくに返事をしないまま、幾度も寝返りを打って過ごした。

　眠りに落ちては、夢にまた彼の生々しい愛撫が蘇り、はっと目を開くことを繰り返す。




　翌日も、寝不足ぎみの頭に濃いブラックコーヒーを注いで出社した。ずっと緊張しているせいか、疲れはあまり感じない。

　始業早々から、唯は秘書課の女子社員とともに、一時間後に始まる合同会議に向けての部屋の準備や、コピーされた配布用資料のまとめに追われていた。




「池上さん、いいわよねぇ、ハングルができて。あんなイケメンさんと半日でも一緒に居られるなら、わたしもう、何でも差し出しちゃう～」

　無邪気な言葉に、大いに同意している自分に苦笑しつつ、唯は手元の作業に没頭した。彼との関係をどうしたいのか、結論はまだ出ていないけれど、後悔だけはしたくない。今日がどんな日になるのか、まだわからない。でも、とにかく彼が好きだし、そんな自分に素直になろうと思う。

　これが一晩悩んだ末に得た結論だった。おかげで今日は気分もかなりすっきりしている。




　会議の準備を万端整えて待つうち、上役一同が、ぞろぞろと入ってきた。

　少し遅れてきたソンウォンの姿にどきりとしながら、書類を一部手渡す。彼が「ありがとう」と微笑みかけてくれたので、笑み返しながら、ちょっと回りが気になった。隣の先輩女子社員がうらやましそうな顔をしている。内心ときめいていることを、絶対悟られないようにしなくては……。




　ソンウォンは昨日の疲れも見せず、その日の折衝も、余裕でこなしていた。【若いが峻厳しゅんげんな仕手士】【大宝グループ会長の懐刀ふところがたな】という韓国実業界での評判に違わず、会長が歳若い彼を代表に立ててきた理由を、日本の電子産業界の熟年幹部達も思い知らされることになった。

　会議は順調に進み、あと二、三の課題を残すのみとなった。このまま行けば、明日の午前中に今回の話し合いは終了するだろう。




「明日で終わりかしらね。あの理事さんに会えなくなるの、さびしいわー」

「ですねー」

　たわいのない話をしながら、数人で後片付けをしていると、誰にアドレスを聞いたのか、唯の携帯にソンウォンからメールが入った。




－－－－－－－－－－－

あと三十分ほどかかりますが、待っていてください。

今から、スカイツリーに行きましょう。チケットがあります。

－－－－－－－－－－－




　外国人らしい、妙にきちんとしたメールだ。スカイツリー？　別にかまわないけど……。くすっと笑って、わかりました、と返信する。

　頭の中で会社からの行き方を考えていると、会議室のドアから、チェ次長と呼ばれていた年配の韓国男性が顔を覗かせた。最初の晩、ラウンジでソンウォンと同席していた男だ。

　彼は唯を廊下に呼び出すと、丁重に言った。




『今、ユ理事は神谷専務達とお話されています。今のうちに、少しだけお時間をいただきたい。貴方のお耳に、ぜひ入れておきたいことがあるのです。その……、ソンウォン様と、ヤン・ジス嬢のことで……』







五







　ヤン・ジス……？




　その名を聞いてすぐに、ソンウォンと出会った瞬間が思い出された。自分を初めて見た彼が、真っ先に口にした名前だった。そして、ベッドで唯と比べた相手でもある……。

　一瞬、嫌だと思った。この話を聞くことはパンドラの箱を開けるようなものかもしれない。だが、聞かずに済むことでもなさそうだと直感した。

『わかりました』

　唯はごくりとつばを飲み込むと、後を頼み、その男と共に三階にある喫茶室に出向いた。面と向かって話すのは初めてだが、いかにもソンウォンのお目付け役という雰囲気だ。




『ヤン・ジス嬢は、ソンウォン様と学生時代にお付き合いのあったアガッシなのです……』

　喫茶室のテーブルについてコーヒーを頼むと、彼は時間を惜しむように話し始めた。

『ヤン家は韓国でも有数の自動車会社を経営されています。その家のご令嬢であるジス嬢と、ソンウォン様との関係は、周囲の誰からも暖かく見守られていました。お二人は次第に親交を深め合われ、ソンウォン様が大学を卒業されたら婚約を、という話まで持ち上がっていたほどです……』

『………』

『ところが、そこで悲劇が起こりました。ソンウォン様が軍隊を終えられ、大学に復学された年でした。ジス嬢の乗られた飛行機がご旅行先のこの日本上空で事故に合い、ごく数人を除いて死亡……、ジス嬢もその時に……』

『まあ！　そんなことって……』

　意外な展開に驚き、唯は目を見張った。チェ次長は淡々と頷いて続けた。

『事故現場はご遺体の判別もろくにつかないような酷い有様だったそうです……。かろうじて見つかった遺品を持ち帰り、ご葬儀はヤン家で丁重に行われました。ソンウォン様のお嘆きも相当なものでした。もちろん人前で激しく取り乱されるようなことはありませんでしたが、あの時の悲しみに青ざめ、やつれたお顔は、今も忘れることができません。しかし、あれからかなりの歳月が過ぎ、もうソンウォン様も、ジス様のことはすっかりお忘れになったと、誰もが思っていたのです』

『……そこで、わたしに出会ったということですか？　この日本で。お話というのは、そのヤン・ジスさんとわたしが良く似ているから、だから、ソン……ユ理事が、わたしなんかにご関心を持たれた、と……、そうおっしゃりたいのでしょうか？』




　そんな事情があったとは想像もしなかった。唯は衝撃を隠そうと、こわばった顔に無理やり微笑みを浮かべ、相手の話の核心にずばり切り込んだ。まだるっこしい話はもうたくさん。早く終わりにしたい……。もう一度、最初から考えて見なくては。




　案の定、相手は深く頷いた。

『なるほど、あなたは聡明なお嬢さんですな……。仰る通りです。最初にあの店であなたを見たとき、わたしも少し驚いたほどですよ。顔かたちが、というより、髪形や雰囲気がよく似ておいでなのです、あなたとジス嬢は……。ソンウォン様が興味をもたれるのも十分頷ける』

『そうですか……』

　それ以上何と返事をすればいいのか、分からなくなった。混乱した頭に、あの夜、彼が口にした言葉が、絶望的に蘇ってくる。




　……やっぱり日本人だな。ジスとは大違いだ。




『少し、長くなりましたな。それでは、わたしはこれで……』

　淡々とした次長の声に顔を上げると、彼はやるべきことをやった、と言う表情で、レシートを手に席を立って行ってしまった。一人残された唯は、ぼんやりした頭で今の話を反芻した。

　道理で……。

　そうよね、あんなに素敵な人が、出会ったばかりの平凡な外国の女に電撃的に惹かれるなんて、あり得ないじゃない。これで、全部わかったわ。

　そのとき、ポケットで携帯が振動した。ソンウォンからだった。




　わずかに躊躇してから、唯は携帯を耳に押し当てた。深みのある彼の声が、なぜかとても懐かしく、愛おしく感じられる。




『今終わったよ。エレベーターを待ってるところだ。君は、何をしてるんだい？』

『少し……、その、お客様からクレームがあったので……』

『ん？　どうした？　何かあったのか？』




　いけない、動揺が声に出ているかも。彼が眉を潜めているのが目に見えるようだ。普通にしていなくては……。




『何でもないんです。今から行きますね。一階のロビーあたりで、少しお待ちいただけます？』

『わかった。君を連れ出す許可はとったから、帰り支度をしてくること。急げよ』

『はい、はい。かしこまりました』




　まるで部下に対するような彼の口調に笑って、自分でも意外なほど明るく答える。切れた携帯を見つめ微笑むと、唯は急いで喫茶室を後にした。

　さっきのショックで、逆に吹っ切れたような気がした。




***　***　***




　日暮れ時のスカイツリーは、やはり結構な人出だった。

　人にまぎれて最上階の展望台まで上がり、東京の街を二人並んで眺める。まるでデートでもしているような錯覚に陥りそうだ。




『やっぱり大きいな、東京は……。ソウルの何倍もありそうだ。これが、世界の経済大国の首都か』

　ふーっと吐息をついて呟いた彼に、唯が笑って言った。

『すでに中国にも抜かれてますけどね。資源力の差って大きいですよね、家電業界でもこれからますます……』

『そうだな。だからこそ、こういう国際的な合同開発も必要になってくる……。まぁ、いいさ。二人きりのときまで、こんな話しなくてもいいよ。それより、唯さん』




　はい？　と顔を向けた途端、携帯を構えた彼にいきなり撮られた。もう！　冗談ばっかり！　と膨れて見せるが、『やっと撮れた』といたずらっぽく笑う彼を見て、気持が和んでくる。

　やっぱり、わたしはこの人が好き……。先ほどの悲恋話が心の中にわだかまっていてさえ、そう思う。

　自分も撮りたかったが、躊躇しているうちに彼が出ようと言い出したので、タイミングを失ってしまった。

　ラウンジでコーヒーを飲んだり、途中のショップを覗きながら出てきた時には、すでに夜が濃い帳を下ろしていた。車に乗るなり、彼はすぐに言い出した。




『お腹が空いたな』

『もう！　男の人ってそれしかないんですか？』

　国際企業の折衝の場も弁舌巧みに操縦していく大宝グループの懐刀。そんな異名を取るソンウォンも、オフではごく普通の男の人になる。会社で彼にときめいている女性社員は多いけれど、こういう彼は自分しか知らない。

その特権が何だか嬉しくて、エンジンをかけながら、笑顔で問いかけた。

『それじゃ、今からお食事にされますか？　日本食、洋食、中華……、大体こんな感じですけど、どれがお好みでしょう？　何か食べたいものとか、あります？』

　途端に、自分を見つめる意味ありげな眼差しに気付き、はっと押し黙った。やや沈黙した後、彼はこう誘ってきた。

『唯さん、まさか今夜は他に予定もないだろう？　僕のホテルのレストランで、一緒に食事をしよう』




　気楽な口調だったが、有無を言わさぬ押しの強さが感じられた。その言葉にまた緊張してから、慌てて否定する。

　馬鹿ね、食事に誘われただけでしょう？　考え過ぎだったら……。




　だが、そうでもなかったようだ。唯の顔つきの変化とためらいに気付いたように、ソンウォンの手が首筋にかかり、ぐっと引き寄せられる。

　考える暇もなく唇が触れ合った。キスはとても優しかったが、押し隠した情熱の火花が散っていた。唯のためらいもそこまでだった。目を閉じて抗いようもなく唇を開き、熱く応えてしまう。

　満足そうに顔を上げた彼が、顔を覗き込んで来た。『返事は？』と促された時、唯にはもう頷くことしかできなかった。







　よく考えてみれば、彼とこんな風に過ごせるのは、今夜が最初で最後かもしれない。

　明日は何時に終わるのか、その後、どんな予定が組まれているのかもわからないのだ。だから、今のひと時を本当に大切にしなくては……。

　そう思いながら車を彼のホテルの駐車場に入れた。出会った夜に来た時は深夜だったが、今、食事にと連れてこられたロビーエントランスで、改めて感嘆の吐息をついてしまう。




『こんなホテルのレストランに入るのに、普通の通勤着じゃ、なんだか気が引けちゃいますね……』

　たじろいだように呟いた唯の言葉が聞こえたらしい。振り返ったソンウォンの目が楽しそうにきらめいた。

『それじゃ服も買おう。おいでよ』

『ええっ？　とんでもないです！　ソンウォンさん、冗談じゃなくって……』

『もちろん、冗談なんかじゃないさ』




　だから結構ですってば！　そう何度断っても無視されたまま、唯はホテルに隣接した高級海外ブランドのブティックに引っ張って行かれた。自慢ではないが、今までの人生、こんな高級店で買い物をしたことはない。

　おろおろしている唯をよそに、ソンウォンはにこやかに出てきた女主人の手に、彼女をゆだねてしまった。試着室で、目の前に次々に広げられるデザイナーズブランドのワンピースドレスやスーツは、どれも彼のお相手なら普段から身につけていそうなゴージャスな品ばかりだ。

　こういうお店も、彼にとっては当たり前なのかも……。ため息と共に誘惑に負けた。試着するだけ、と自分に言い訳して何枚か当てた末、一番似合うと思った服を選んだ。胸元に少しドレープの入ったタイトな黒いドレスだが、肩にある幾何学模様の大胆なアクセント柄がとてもエレガントに映える。いつも下ろしている黒髪もアップにまとめ、はにかんだように試着室から出て行くと、彼がはっと目を見開いたのがわかった。




「おきれいでしょう？　まるで匂い立つようですわ」

　女主人がすかさず声をかけると、彼も頷いた。

「……では、これを。それからこの服に合う靴とアクセサリーを」

　少しかすれた声に応じ、心得たように、エナメル素材のしなやかなハイヒールと、繊細なゴールドのネックレスにおおぶりのイヤリングが揃えられた。さらりとカードを取り出す彼を、唯は慌てて遮ろうとした。

「待ってください！　わたし、そんなつもりじゃなくて……」

『往生際の悪い人だな。君の「つもり」は知らないが、僕はそのつもりで来たんだ。二人とも気に入ったなら、いいじゃないか』

　早口の韓国語で言うと、唯にとっては一世一代の買い物を、いとも簡単に済ませてしまった。元着ていた一式を紙バッグに入れてもらい、そのまま外に出る。

　何と言っていいかわからず、俯きがちに黙っていると、ソンウォンが我が物顔に抱き寄せてきた。

　難しい顔をして、どうした？　と、まるであやすように微笑みかけられ、遠慮がちに微笑み返す。周囲に、二人は仲むつまじい恋人同士に見えるだろう。




　そのまま再びホテルに入ると、ぼんやりした唯の目に、天井のシャンデリアがまばゆく飛び込んできた。光の渦に打たれたように立ち止まる。いったい、自分は夢でも見ているのだろうか？

　だが、ソンウォンは腕の中の彼女を眺め、にこやかに言った。

『唯さん、とてもきれいだ。やっぱり僕の目に狂いはなかったな』




　夢でもいい。今夜一晩だけ、この素敵な夢を見ていられますように……。

　心の中でそう祈りながら、唯は甘えるようにソンウォンの肩に頭をもたせかけた。







六







　レストランに入り、彼のエスコートで席に着いた唯は少し緊張していた。周り中から注目されている気がして、なおさらだ。

　だが、ソンウォンはお構いなしにディナーのメニューを頼んでしまうとワインを選び、ソムリエが注いだグラスを唯にも薦めた。

『今回の仕事の成功と、僕らの出会いに乾杯』

　笑顔で言うソンウォンに、精一杯微笑み、頷いてみせた。グラスをかちりと合わせてから口に含むと、ルビー色のワインの芳醇な味わいが広がった。

　黒い瞳が優しさをたたえて自分を見つめている。その眼差しに、特別の意味を期待しそうになるほどだ。

　でも、それは愚かなことだと、今ではよくわかっている。




　……顔かたちが、というより、髪形や雰囲気がよく似ておいでなのです。ソンウォン様が興味をもたれるのも十分頷ける……。




　昼間のチェ次長の言葉が容赦なく蘇ってきて、胸がきりりと痛んだ。

　今、あなたが見ているのはわたしなの？　いいえ、わたしを通して、死んだジスさんを見ているだけなんでしょう？

　運ばれてきた料理を見ながら話しかけてくる彼に、努めて明るく答えながら、次第に心に霧が掛かってくるのを、どうすることもできなかった。普通に明るく振舞っているつもりでも、思いは伝わってしまうものらしい。




『どうした？　こういうのはあまり好きじゃない？』

『そんなことはないわ。ここしばらく緊張していたせいで、反動がきてるのかも。それに……』

　心配そうな問いに、少しためらいながら遠慮がちに付け加えた。

『わたしはあなたのように、こういう場所に慣れていないから。お気に障ったらごめんなさい』

『いや、そうじゃない……。唯、何かあったのか？　何でも話してほしいな』

　名前を初めてストレートに呼ばれたことに気付き、どきりとした。彼の方は少し困惑したように眉を潜めている。

「本当に何でもないの」

　ソンウォンが苛立った素振りを見せた。あくまで話そうとしない唯に業を煮やしたようにコーヒーを断ると、彼女を促し立ち上がった。




　レストランから出るや、無条件にエレベーターに向かおうとする彼に逆らい、立ち止まる。怪訝そうに見下ろしたソンウォンから目を逸らすと、堅苦しく礼を言った。




「今日はありがとうございました……、本当に素敵な、夢みたいな時間でした。あ……、このドレスもお返ししなくてはいけないですね。どうしたらいいかしら？」

『唯……？』

　ますます困惑したように、彼は唯を引き寄せようとした。

『何を言ってる？　さっきから、いったいどうしたんだ？　食事中から様子がおかしいと思ってた』

「いえ、ただ、お食事をごちそうになった上、こんな高価なドレスをいただくわけにはいかないと言ってるだけです……」

「それで、急に日本語になる訳ですか？　ここでハングルを話すことに、抵抗がありますか？」

　急に日本語になった唯に目を細め、皮肉っぽく日本語でさえぎったソンウォンを、まさか、と言うように見返してから、目を伏せてしまった。自分がハングルで話すこと自体、ヤン･ジスという女性を彷彿とさせているのかもしれない、と考えていたからだ。




『僕の部屋で話そう。一緒に来るんだ』

　黙ってしまった唯に苛立ったように肩を抱き寄せた彼に逆らい、ヒステリックに身を引き離そうとした。

「これ以上、無理よ。もうやめましょう！」

　このまま彼の部屋に直行など論外だ。そんなことをすれば、今も溢れてくる彼への思いに抵抗しきれなくなるかもしれない。

　ソンウォンは唯の態度にひどく驚いたようだった。ぐっと口元を引き締めたが、強引に連れて歩き出そうとした。それでもまだ、頑なに立ち止まっている彼女に呆れたように、顔を覗き込むと、冷笑を浮かべて囁いた。




『ここで別れると言うつもりかい？　まさか！　何か不満があるらしいから、僕の部屋で聞くと言ってるんだ。素直に来るか、それとも肩に担ぎ上げられて行くか。君はどうしたい？』

「……行くわ」

　断れば本気でやりかねない。その脅すような雰囲気に負け、唯はため息をついて、彼とともにエレベーターに乗った。




***　***　***




『突っ立ってないで、座れよ』

　内からドアをロックしてしまうと、少し安心したように彼は普段の調子に戻った。空調の効いた室内は、あの日と同じようにきれいに整えられている。

　ジャケットを椅子に放り投げネクタイをはずしている彼から目を逸らし、唯はしぶしぶリビングのソファーに腰を下ろした。

　本当に、どうしてこう強引なのだろう。この人にかかったら、結局は言いなりにならざるを得ない。日本の男性なら、ここまではしないだろうと思うと、ちょっと笑えてしまう。




『何か飲むかい？』

　ミニバーの冷蔵庫を開けながら聞かれたが、黙って首を振った。ソンウォンがミネラルウォーターのグラスを手にやってきた。

『それで？　その服は気に入らなかった？』

　同じソファーに無造作に腰を下ろすと、途切れた話の続きを促すようにじっと見つめてくる。

　もうこれ以上黙っていても仕方がない。いよいよ、そのときが来たようだ。シンデレラの十二時の鐘を、自分で打ち鳴らさねばならないとは皮肉なものだ。

『そういう問題じゃないんです……。ただ、今までの事情も何もかも、もう全部わかったと……、わたしは……』

　やがて、唯はあきらめたように口を開いた。だが、どう話せばいいかわからず、また口ごもってしまう。

『勝手に自己完結されても困るな。いったい、何がわかったんだい？』

　さっぱりわからない、というように問い返す彼を見返した唯の目の奥で、とうとう支離滅裂な感情がはじけた。挑戦するように言い放つ。

『ジスさん、のことよ』




　その名を聞くなり、彼の顔色が変わった。それでも続けて一息に口にする。

『わたしがヤン・ジスさんというあなたの亡くなった恋人に似ているから、だから、あなたはわたしに声をかけて、色々誘ってくださったんでしょう？　でも、わたしはジスさんじゃないんです！　池上唯という、全然別の日本人です！』




　……言ってしまった。はあ、と息をついて目を閉じた。隣でグラスをテーブルに叩きつける音がして、びくっとする。しばし、恐ろしいほどの沈黙が漂った。




『……ジスのことを誰から聞いた？』

　やがて押し殺した声が尋ねた。『誰に何を聞いた？　答えるんだ、唯！』　

　唇を噛む彼女の肩を掴み、ソンウォンが重ねて強く問いかけた。次第に興奮し揺さぶってくる。抗いきれず、顔を背けたまま言った。

『チェ次長さんよ……。全部聞いたわ。ジスさんとあなたの過去のこと、それから、ジスさんがこの日本で、飛行機事故で亡くなったことも……。だから、わたしを見て驚いたし、あなたが関心を持つのも肯けるって……』

　ソンウォンの口から、彼らしくない悪態が飛び出した。驚いて、唯も声を高める。

『勘違いしないで！　次長さんはあなたを心配されていたのよ。だからこそ……だと思うわ。それにお話を聞いて、今まで不思議だったことも、全部納得できたし。でも……』

　口ごもったとき、顎をつかまれ乱暴に顔を押し上げられた。細められた彼の目に危険な光が宿ったような気がして、一瞬躊躇した。だが、もう止めるには遅過ぎた。彼が意地悪く問い詰めてくる。

『言いかけたことは最後まで言うべきだな。でも……、何だい？』

『わたしはジスさんの身代わりじゃないって言いたかったの！　そんなこと、あなたもわかってるでしょう？　だからもうおしまいに……、あっ、痛いっ！』




　唯の肩と腕を掴む指に、ふいに力がこもった。痛さに喘いだ声を封じ込めるように、彼の唇が荒々しく襲い掛かってきた。

　それは、荒々しい怒りに任せたキスだった。

　ジスのことはおそらく、ソンウォンが一番触れられたくない傷だったに違いない。それにダイレクトに触れてきた唯を、罰したがっているようだった。

　だがそこには、彼が長い間心に封じ込めてきただろう、突然死んだ恋人への行き場のない怒りや悲しみも混じっているような気がして、胸を突かれた。




「こんなの嫌、離して……！」

　だからこそ、そのキスに応えることはできなかった。唯は弱々しく声を上げ、懸命に抗あらがおうとした。彼から逃れようと、身体をひねって立ったはずみに、掴まれていたドレスの繊細な生地が破れる音がした。

　はっとして動きを止めたが、すぐさま彼が、ますます腹を立てたように立ち上がると、上から下へ、力いっぱい引き裂いてしまった。

　買ったばかりのドレスが唯の身体からはぎとられ、やわらかな黒い布の塊となって絨毯に滑り落ちた。今、彼女が身につけているのは繊細な黒いレースの下着とハイヒールだけ。あまりにも突然の出来事に、唯はまったく無防備のまま、呆然と立ち尽していた。

　その姿はいっそう男の原始的本能を揺さぶるものだった。ソンウォンが低く声を漏らした。その感情の動きは量りがたかったが、見下ろす暗い瞳の奥で、激情が嵐のようにうねって見える。

　むき出しの肩に手がかかり、唯はびくっとして我に返った。慌ててドレスの残骸を拾い上げようとしたが、動きは彼の方が早かった。片腕できつく抱え込まれ、ますます身動きが取れなくなる。

　もどかしげに剥ぎ取られていく下着の残骸が、ソファーの脇に次々と投げ捨てられる。とうとう、彼女は生まれたままの姿で、ソンウォンの腕の中にいた。




　唯にはもう、何がなんだかわからなかった。この突然の事態に、持ち前の理性や思考は一切役に立たない。わかっているのは、自分が声も出せずに、裸で愛しい男の鉄の輪のような腕に捉えられていることだけだった。

　彼の冷酷なまでの激情と熱がむき出しの肌に直に伝わってきて、震え出した。

「ソンウォン……さん……」

　かすれた、声にならない声が彼の名を呼んだ。それを待っていたように、ソンウォンの唇が一層激しく覆いかぶさってきた。口をこじ開けるように押し込まれた舌が、口内を容赦なく蹂躙していく。同時に肩から滑り降りた片方の手が、柔らかな胸の豊かな肉づきを思う存分味わい始めた。

　彼女をその場に立たせたまま、彼の熱い手と唇は、唯の身体のいたる所に刻印を焼き付けていく。このしるしは、きっと一生消えずに残るだろう。少なくとも、わたしの心には……。苦しいほどの喜悦を呼び覚まされ、声を上げて身をよじりながら、そう思った。

　ついに一番敏感な脚の付け根の部分に彼の指と唇が到達すると、唯は、自分の腰を抱くようにしてかがみ込んでいる男の肩に、きつく爪を食い込ませた。一瞬、ソンウォンの顔がゆがんだ。それでも、まだまだ足りないとばかりに、攻め立ててくる彼を前に、髪を振り乱しあられもなく身悶えては、のけぞった。

「もう……もう駄目……、ああっ、ソンウォンさん、お、お願いだからっ……」

　この引き攣れるような声をあげているのが自分だとは信じられなかった。でも、もう本当に限界。これ以上は立っていられないと、息も絶え絶えに懇願した。さっきから身体ががくがくし、その場に崩れ落ちそうになっている。




　ソンウォンが唯の顔を見上げて立ち上がった。前のめりに倒れる直前に、身体を抱き上げられる。そのとき初めて、彼の方も極限まで張り詰めていたのだとわかった。髪も顔も首筋も汗ばみ、シャツがぐっしょりと濡れている。

　そのままベッドルームに運ばれていった。ヒールが落とされ、滑らかなシーツの上に横たえられたときは、心底ほっとした。いつの間にか頬に滴っていた涙を、彼の指がぬぐいとってくれる。

　ぐったりと霞む目を上げた唯を無言で見下ろしながら、ソンウォンは身体に張り付いていた衣服を乱暴に脱ぎ捨てた。すぐさま覆いかぶさってくる。

　頭からつま先まで、二人はぴったりと身体を寄せ合った。両手両足を絡め、互いの熱を感じながら、飢えていたように再び激しく唇を求め合う。

　のしかかった彼の重みを、唯は腕を広げて精一杯受け止めた。背中に両手を幾度もすべらせ、思いの丈を込めて愛撫する。すでに潤いきっていた敏感な部分に、猛った彼自身が性急に押し付けられると、自ら脚を開いて腰を持ち上げた。

　慣れ親しんだ恋人同士のように、彼は一突きで深く入ってきた。しっかりと受け止め、熱く包み込む。二人の唇から悦びの吐息と声が同時に漏れた。

　完全に一つになった感覚は、初めての夜より遥かに素晴らしいものだった。少なくとも、唯にとっては……。わずか数日でも時間を共にし、彼への思慕が強くなった分だけ、喜びも深まったのだと、そのとき心から実感した。

　今この瞬間、ソンウォンが誰を求めていても構わないと思った。たとえ、今彼が自分を抱きながらジスのことを思っていようと、もう構わない。

　わたしは、この人を心から愛している。昔、彼が受けた愛の痛手を、自分が癒してあげたいとさえ思えるほどに……。




　ソンウォンが身じろいで顔を上げた。目を細めて見つめてくる彼に、唯は心から微笑み返した。だが、彼ははっとしたように、目を堅く閉じてしまった。その様子は、視界から唯を締め出そうとしているようにも見える。




　そう。わたしを見たくないのね……。

　やっぱり、今もジスさんのことを考えて……。




　覚悟はしていたが、実際に確かめるとやはり衝撃だった。熱狂のさなか、暗い絶望感が容赦なく胸を突いた。だが、彼はまだ深々と自分の中にいて、離れることも身を引くこともできない。




　彼が歯を食いしばるようにして動き出したので、熱い高まりはさらに増した。心とは裏腹に、身体の悦びは高波のように幾重にも押し寄せてくる。彼の首筋にすがりつき、次第に速く激しくなる動きに夢中でついていった。もうすぐ全てが終わる。今は何もかも忘れ、この最も親密な結びつきを少しでも多く感じていたい。そして永久に覚えておきたかった。唯は我を忘れ、熱狂的に応えた。




　ふいに身体が浮かび上がるような圧倒的なクライマックスが訪れ、何もわからなくなった。その刹那、甲高い悲鳴を上げてのけぞった唯から、彼が自身を引き抜いた。二つの身体が力尽きたように折り重なって静止する。そのまま二人は、荒い息をつきながらじっと抱き合っていた。




***　***　***




　静けさの中で、さっきまで二人を覆っていた熱が、白々した冷気に変わっていく……。




　先に動いたのは、ソンウォンの方だった。無言のまま、彼女から腕をほどくと反転し、ベッドから降り立った。そのまま彼女にはもう声をかけもせずに、シャワールームに消えていく。出てきた後、ベッド脇で一瞬躊躇しているようだったが、唯がシーツをかぶってじっとしていると、リビングへと歩き去ってしまった。

　凍りついたような時間、クローゼットを開け閉めする気配だけが伝わってくる。

　やがて、ドアが閉まるかすかな音と共に、部屋は完全に沈黙した。




　窓越しに東京の夜の輝きを見つめながら、唯はただ一人、身動きもせずにベッドに横たわっていた。

　つい今しがた感じていた圧倒的な悦びも跡形もなく消え失せ、寒々しい孤独感だけが迫ってくる。

　あちこちが痛む身体をようやく起こしたのは、少し経ってからだった。腹部に濃いぬめりを感じ、それでもかろうじて避妊はしてくれたのね、と皮肉に微笑む。




　彼はまだ戻ってこない。きっと、もう自分と顔を合わせたくないのだろう。




　我知らず流れる涙を振り払うように、シャワーを浴びると、もと着ていた服を身につけ、逃げるように部屋を後にした。

　今は運転など到底できそうにないので、ホテルの前からタクシーを拾った。車は明日にでもこっそり取りに来ればいい。




　ミラーに、今にも壊れそうな女の顔が映っていた。

　その輪郭をぼんやりと眺めながら、ソンウォンとの関係はこれで全て終わったのだと、痛いほど噛み締めていた……。







七







　その年は例年より秋の訪れが遅かった。それでも十月に入れば、街路樹が少しずつ色づき始める。

　ソウル市の中枢にある鍾路区チョンノグオフィス街。韓国のメイン企業の高層ビルが立ち並ぶメインストリート沿いに、大宝グループの本社ビルもあった。




『本部長、日本電機サービスの吉岡様より、お電話が入っております』

　海外事業部本部長室のデスクについて、パソコンに見入っていたソンウォンは、取り上げた電話から響いてきた女性社員の声にびくりと身じろぎした。

　一呼吸置いてから『つないでくれ』と頼む。すぐに電話の向こうから聞き知った日本語の挨拶が聞こえてきた。

「吉岡さん、どうもお待たせしました。はい、こちらこそ。それで今日はどういったご用で？」

　用件はもちろん、今も進行中の合同企画の件だった。あれから三ヶ月、現行の社内業務と併せ、日本電機サービスとの提携事業に関する交渉も続いていた。再度見直すべき点をメールや電話で確認しながら検討してきたが、今や大詰めになった事項の承認を得るため、今度は向こうからソウルに出向きたいと言う。

「つきましては、そちらのご予定をいただきたいと思いまして……。はい、我が社から、わたしと池上の二人がお伺いする予定になっております」

　彼女の名を聞くなり、どくんと脈が跳ねたが、何とか平静を繕って応えた。

「了解しました。もちろん結構です。では、また日時を調整してお知らせします。それで、いけが……」

　言いかけて急に口ごもった彼を、電話の向こうで「何か……？」と、怪訝そうに待っている。

「いえ、別に……。では、そういうことでお願いします」

　我知らず握り締めていた受話器を置くと、ふーっと深いため息をついて椅子の背にもたれかかった。柄にもなく心臓が激しく打ち付けているのは、久し振りに彼女の名を聞いたせいだろうか。

　だが、とにかく、これで向こうの方からやって来る。

　そう考えた途端、全身が強い安堵に満たされた。自分でも驚くほどに。




　時計は午後四時に近付いていた。これから開発研究室に出向いて、進行具合を再確認しなければならない。その後は……。

　駆け足で過ぎていく日々に身を委ねていても、虚しさはどうすることもできなかった。あの夜以来、心にぽっかりと開いた空洞がどうにも消せないのだ。




　彼は、ふと思いついたようにデスクの引き出しを開くと、一番下に入っていた少し黄ばんだ写真を取り出した。まだ高校生だった頃の、ペットの子犬を抱えた笑顔のヤン・ジスが写っている。彼女の写真で手元に残してあるのはもうこれ一枚きりだった。しばらく見つめ、微笑みかけてからまた元の場所に戻す。

　何事もなく行けば、自分の人生で大切な存在になったかもしれない相手だった。自覚もなかったほど穏やかな、春の日のような愛だったと、青春の日々を振り返って思う。







　あの夜、闇雲な怒りと衝動に任せて唯を抱いてから、支離滅裂な気分のままチェ次長の部屋に直行し、寝ていた彼を叩き起こすと、脅すように事の次第を確認した。

　常にない彼の様子に次長は驚愕していた。確かに自分でも驚いたほど、古い傷が生々しく蘇って、態度が子供じみていた。とにかく感情に任せ、ホテルを飛び出してしまった。翌日に残った仕事の仕上げも放り出し、気持の赴くまま、ジスの命を奪った飛行機事故現場に向かったのだった。

　それは日本に行ったら、是非ともしたいと思っていたことの一つだった。事故の場所は以前から確認してあったが、今回は日程的に難しいと思っていた。それをあの後、衝動的にやってしまったのだ。仕事に少し穴を開けたが、後悔はしていない。




　ジス達の命を奪った丘は煙るように、今もそこにあった。行ける範囲で近付くと、離れた場所から現場を見上げ、もっと早く来れなかったことを詫びた。

　ジスの死……。その痛みは彼の中に一定の場所を占めて残り続けるだろう。おそらくこれからもずっと。

　だが、そのことを他ならぬ唯の口から言われ、あまつさえ、二人の関係まで終わらせようとしていることがわかると、かっと逆上した。あんなに無茶苦茶に抱くつもりはなかった。自分でも気付かなかった強い欲情が、彼女に対しああも赤裸々に顕れてしまったことに、我に返って衝撃を受けたほどだ。

　なのに、彼女は微笑ってくれた……。あのとき、ベッドで笑いかけてくれた彼女の顔が、胸に突き刺さって離れない。結局、自分の方が混乱し、逃げ出してしまった。そして今に至るまで、手に負えない感情を持て余している。




　唯……！

　彼は閉じていた目を開き、デスクに置かれた携帯に目を向けた。待ち受けに、スカイツリーで撮った彼女の写真をひそかに設定している。あれから三ヶ月、彼女はどうしているだろう。

　一度も連絡を取ることさえしないまま、日々は過ぎていった。向こうから連絡もない。もちろん、彼女は自分の連絡先など知らないだろうし、あの性格では、わざわざ調べるとも思えない。なのに、掛かってくるはずのない電話を待っている自分に、苦笑したことも一度や二度ではなかった。




　出会った時は、ジスによく似た雰囲気に惹かれ、懐かしさと一抹の期待を込めて声をかけた。

　もちろんジスとは違うとわかっていたが、日本女性には珍しく、ハングルをすらすら話し韓国のことをよく知っている彼女に、強い好奇心を覚えた。彼女の持つ知的な輝きと美しさも大いに手伝ったと思う。

　最初の驚きが興味に変わると、もっとよく知りたくなった。酒の勢いもあって、はずみでキスしたら本気で帰したくなくなり、ホテルに連れ帰ってしまった。そして、一夜限りの情事のつもりが、忘れられないほど強烈な体験になってしまったのだ。

　シャワールームを出て、彼女が部屋から消えていることに気付いたときの喪失感は、何とも言えないものだった。金はそのまま残っているし、名前も連絡先も聞いていない。

　彼女がどういうつもりでついてきたのか、聞き損なったことが悔やまれた。だが、もう会える見込みは皆無だ。そう思い、無理に忘れようとした矢先の再会だった。

　まったく、彼女がよりにもよって、出張先の会社の社員だったとは……。時に運命は不思議な悪戯をするものだ。

　その後、彼女と過ごした時間はごく短かったが、何も飾らず心から楽しんでいる自分に気付いた。そして、いつもの女性達との付き合いとは違うものまで期待していたような気がする。

　だが、それが何なのか、彼女との関係をどうするつもりだったのか、詳しく考える余裕もないまま、ソウルに舞い戻ってきてしまった……。




　携帯を眺めるソンウォンの目に、複雑な色が浮かんだ。最後の夜のことを思い出すと、体を駆け巡るアドレナリンとは裏腹に、表情は曇ってしまう。彼女は、きっと僕を許していないだろう。

　それでも、彼女が見たかった。声を聞きたかった。そして……。彼女をもう一度、腕に抱き締めたかった。

　時折沸き起こるそうした闇雲な欲求を、仕事で紛らわせ続けてきたが、このままではどうにもならないとわかっていた。だが今、ふさがっていた道が開けたような気がする。




　そのとき、携帯がメッセージの到着を告げた。

　取り上げてみると、大韓化成工業の社長令嬢、キム・テーファからメールが入っている。

　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿




　ユ･ソンウォン、相変わらず忙しそうね。

　今夜、久し振りにお夕食をご一緒しましょう。

　連絡をお待ちしているわ。

　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿




　勝手に待っているがいいさ……。

　一瞥するなり、舌打ちして携帯を切ってしまった。もちろん以前からそれなりに付き合いはあった。だが、夏の終わりに彼の母親が自邸の夕食会に、主要取引先の一つである大韓化成工業社の社長一家をそろって招待してから、何かと連絡が入るようになっている。

　一度や二度ならばと、その後食事に付き合ったりしたが、母親やテーファの思惑がわかると、ばったり会わなくなった。

　先のことなどまったく考えていない。いや、今はそういった類の話は全て断りたい気分だった。唯のこと以外考えられないのに、他の誰と付き合えるというのだろう。




　彼は携帯と書類を手に立ち上がった。全てはもう一度、彼女に会ってからのことだ。







***　***　***




「え……、三日後にソウルへ出張ですか？　吉岡部長とわたしが？」

　その朝、出勤した唯は、今は直属の上司となっている吉岡から言われた言葉に、呆然と立ちすくんだ。

「そう。ハングルのできる君には、ぜひとも同行してもらわないとねぇ。何、朝出かけて、夜には帰ってこれるよ。向こうに行っているのは数時間ほどだろう。確認が取れ次第戻ってくればいいから」

「あの……、ですが、ユ理事がいらっしゃるのですし、日本語でも問題ないのではないでしょうか。わたしが行きましても、お役に立つかどうか……」

　役には立たないです、と一生懸命断ろうとしたが、吉岡から疑わしげな目を向けられただけだった。

「お会いするのがユ理事だけと、決まっているなら構わないが、そうとも限らないじゃないかね。何だ、同行が嫌なのかね？　いいじゃないか、余った時間は免税店で買い物してもいいし」

「もちろん、そういう訳ではありませんが……」

　慌てて、言い訳を口ごもった。行きたくない本当の理由など、口にできるはずもない。

「ですが……、わたしがご一緒することを、その……、ユ理事はご存知なのでしょうか？」

「もちろんだとも。理事も待っているとおっしゃっていたよ」

「……そうですか」

　彼の名を聞いただけで胸が痛くなり、一瞬目を閉じてしまった。吉岡は、見ていた書類を無造作に唯に手渡した。

「これが今度の詳細内容だ。君も目を通しておいてもらおうか。翻訳文の修正があればしておいてくれたまえ。また詳細は後で」

「……わかりました」




　そこへ掛かってきた電話を吉岡が取ったので、引き下がらざるを得なかった。席に戻ってからも、唯はしばらく落ち着かない気持で、胸のうずきと闘っていた。




　理事も、待っているとおっしゃっていたよ……。




　吉岡の言葉を反芻し、苦く微笑んだ。本当にあの人らしい。わたしの名前を聞いても、きっと微動だにしなかっただろう。第一、彼には今さら、わたしとの再会に抵抗を感じる理由さえないかもしれない。そう考えると、つい虚しいため息が漏れた。そう、あの人にとっては、全て三ヶ月前のあの夜に終わった話。この出張も単に、社員が一人、通訳代わりについて来るだけのこと。

　でも、自分はそれほどドライに割り切れない。少なくとも、今はまだ……。




　彼を思うだけで、沸き起こってくる熱い感情を何とか抑え込もうと、この三ヶ月、どれだけ苦労しただろう。だが、幸か不幸か唯の業務内容は、壊れた恋の熾き火をたっぷりと掻き立ててくれるものだった。







　あの嵐のような夜の翌日、チェ次長を中心とした残りのスタッフ達だけで最終日の調整が行われた。ソンウォンは本社の緊急事情とかで先にソウルに帰ってしまったらしい。

　唯の心はまだ抜け殻のようだったが、表向き、淡々と仕事をこなせたと思う。最後の挨拶中、ちらちらと向けられるチェ次長の皮肉な視線に耐えながら、これでもう彼らと顔を合わさずに済むとほっとしたものだ。




　だが、合同企画は続いていく。韓国語の読み書きもできる唯には、当然のように連絡係が回ってきた。大宝グループからのメールやファックスに『ユ･ソンウォン』のサインを見ただけで、いつも心臓が激しく打ち出した。返信も自分の担当だったが、自分が書いたとは決して分からないよう、必ず上司の署名を入れた。日本語が話せる彼のおかげで、電話だけは上司が直接対応できるのが、ありがたかった。




　彼を忘れようと色々と努力もしてみた。それこそ、自分を褒めてやりたくなるほど。

　ジスのイメージと重なると言われたストレートのロングヘアを短めにしてウェーブをあて、持ち前の雰囲気を少し華やいだ印象にしてみたり、ふさぎ込みがちな心を何とか盛り上げようと、ショッピングや、苦手な合コンにまで参加した。だが、「彼」に出会ってしまった後では、もはや、ときめく出会いなどあるはずもなかった。

　下心丸見えの男達からの誘いにも乗れるはずがなく、冷めた気持で一人帰宅するばかりだった。

　親友の愛美からひどく心配されたが、ソンウォンとの間にあったことは誰にも打ち明けられることではない。まして、会社の同僚には絶対言えなかったから、ごまかし通すしかなかった。




　とにかく彼の思い出から早く抜け出さなければ……。




　もちろん、どんなに忘れようと頑張ったところで不可能だったが、最近ようやく、彼の夢を見ずに眠れるようになったのに。その矢先、今回のソウル行きで、唯は苦笑を禁じえなかった。

　でも、彼がそういう態度なら、問題は何もない。問題があるとすれば、むしろ「自分に」だった。わずか半日とはいえ、彼への思いを無事に隠し通せるか、危うい気がする。

　唯は再びため息をついた。何の感情も見せない事務的な彼に会えば、今度こそ諦めがつくかもしれない。








八







　当日、ソウルの国際空港付近に朝から濃霧が発生した。

　そのせいで予定外のフライト遅延となり、唯達を乗せた飛行機が到着したのは、午後になってからだった。




「いやはや、参ったね。これで打ち合わせの後、すぐに東京へとんぼ返りではやってられないねぇ、まったく」

　空港で四時間以上も待たされたせいで、吉岡は疲れた顔で怒っていた。上司の愚痴を受け流しながら、唯はかえって冷静だった。あまりにもじりじりする待ち時間を過ごすうち、もうどうとでもなれという気分になっていたからだ。




　ゲートを出た二人の前に、《大宝》と大きく筆書された紙を持った人物が近付いてきた。あのとき随行していたスタッフの一人、アン・スホ氏だ。四十がらみで頭髪が薄くなっている、実直そうな男だ。




『吉岡部長、それから池上さん。お待ちしておりました。本社より迎えに参りました。お疲れになったでしょう。予定より時間が大層遅くなりましたので、急遽、お二人の宿泊用ホテルもこちらで手配いたしました。本日は市内のホテルでごゆっくりお休み頂き、会議は明日の午前中でいかがでしょうか。ユ本部長から、そのように承っておりますが、ご都合はよろしいですか？』

　聞くなり吉岡は相好を崩した。

「おお、もちろんですとも。さすがはユ理事、行き届いたご配慮に心から感謝いたします。大変遅くなりましたので、会議はもちろん明日で結構ですが、到着のご挨拶だけでもできますと……」

　通訳しながらぎくりとして吉岡を見た唯の隣で、彼は営業畑らしさを発揮し、ぺらぺらと喋っている。すぐに電話で確認を取ったアン・スホ氏は、にこやかに頷いた。

『それでは、お二人を大宝ビルにご案内いたします』




　霧が晴れたソウルは、穏やかな秋晴れだった。車で漢江沿いに進み、大橋を渡るとすぐに、都心部に林立する高層アパート郡が見えてくる。




『着きました、どうぞ』

　オフィス街に並ぶ高層ビルの一角で、礼儀正しく車のドアが開いた。

　吉岡とともに、唯は初めて大宝本社ビルの前に降り立った。ちらっと見上げただけでも、数十階ありそうだ。一階と二階には、大宝の系列会社らしき証券会社と銀行が店舗を構えている。

　二階まで突き抜けたエントランスの天井を見上げながら、案内されるままエレベーターに乗り込んだ。

　十五階で降りると、【大宝Ｇ　家電事業部】のロゴマーク入り案内板が見えた。ここに彼がいる！　そう実感した途端、どきどきしてくる。




　午後の業務時間らしく、ＩＤカードをぶら下げた社員達が忙しそうに行き来していた。吉岡と並んで「海外事業部　本部長室」とプレートの出たドアの前に立ったときには、落ち着いた表向きとは裏腹に、心臓がひっくり返りそうになっていた。




『本部長、お二人をお連れしました』

『お通ししてくれ』

　よく通る懐かしい声が聞こえ、中に通された。黒っぽいビジネススーツの男が大きなデスクを回って近付いてくるのが見えた。たちまち視界がぼやけてくる。唯は慌てて瞬きし、目頭に滲んだ涙のしずくを振り払おうとした。




　ソンウォンは二人の前に来ると、柔らかな笑みを浮かべて、まず吉岡に握手の手を差し伸べながら言った。




「ソウルにようこそお越しくださいました。飛行機の遅延で、さぞお疲れになったでしょう。どうぞ、おかけください」

「いえいえ、そのようなことは……、理事もお変わりなく何よりです。どうも、おそれいります」




　恐縮するように握手しながら、吉岡は傍らに黙って立つ唯に目配せした。

　ぼんやりするなと言いたいのだろう。注意されるまでもない。彼を見ないように目をそらせたまま、控えめに頭を下げた。

「お久しぶりです」

　そう小声で呟いたとき、唯の目の前にも握手の手が差し出された。慣例上、唯を無視することもできないのだろう。やむなく、そっと右手をあげて触れてみる。すぐ引っ込めようとしたのに、ぐっと強く握られ、どきりとした。

　懐かしい温もりが触れ合わせた手のひらを通して染み通って来るようで、たちまち心が揺れ始める。

　しっかりして。今日はビジネスのために来たのだから。




　そのとき、コーヒーセットのワゴンを押した女子社員が入ってきた。三人の前に愛想よくカップを並べて立ち去ろうとする彼女に、ソンウォンが韓国語で車と人の手配を頼んでいる。

　今からどこかに出かけるのだろうか。ならば、この拷問もあとわずかの辛抱だとほっとしたとき、うっかりソンウォンと目が合ってしまった。はっとみじろいだ唯を、食い入るように見つめてくる。




　何か言いたそうなもどかしげな顔。すぐ視線を引き離すことも忘れ、引き込まれるように懐かしい彼を見つめ返した。

　少し痩せたかもしれない。最後に会った時より、精悍さが増して雰囲気が鋭くなったような気がする。きっと仕事がさらに忙しかったのだろう。

　見ているうちに、先ほど必死に抑えた涙が、また目尻に膨らんできた。いけない！　あわてて目を伏せてしまった。




　少し沈黙した後、ソンウォンは小さく咳払いして、テーブルに置かれていたファイルを取り上げると、書類を繰りながら尋ねた。

「これらのハングル文書はどなたかに頼まれていたのですか？　新製品情報について、外部に漏えいするなどの問題は出ないでしょうね？」

「そのことでしたら、もちろん大丈夫です。ユ理事宛の文書は、すべてこの池上が担当しておりまして、外部には一切委託しておりません。どうぞ、ご安心ください。彼女はハングルでビジネス文書の作成もできますのでね」

「そうでしたか、池上さんが……」

　頷きながら、唯にちらりと皮肉な視線を投げかけ、ソンウォンはまた僅かに黙した。それから、小さなケースを取り出すと、開いて見せた。

「これが今、共同開発中のチップの完成品です。新製品の中核となるものです」

　再度詳しく説明しながら、二人に示してみせる。

　しばらく話し込んでいるうちに再びノックがあり、先ほどとはまた違った女性が車の準備ができたと告げた。ソンウォンは吉岡にうなずいて見せた。




「もしお時間が許せば、当社の研究所も見学なさって行ってください。会議の時間は明日の午前中に変更しましたので、明日の朝九時、お二人のホテルに迎えの車を送ります。今日はご自由にお過ごしいただいて結構です」

　そして、その女性を呼び寄せ、紹介した。

「ホン・ジョンミンと申します。秘書課の者ですが、よろしければ社内を少し案内させますので、ご一緒にどうぞ。日本語会話もできますので、御心配には及びません」

「おお、これは……、こまごまとお気遣いいただきまして」

　吉岡がにこやかに立ち上がった。複雑な面持ちで上司に続こうとした唯を、ソンウォンがさりげなく制した。

「申し訳ないですが、池上さんは、もう少しここに残ってくださいますか。これらの文書のことで少しお聞きしたいことがあります」




「え？　で、ですが」

　予想外のことに驚き上司を見やった唯の横で、吉岡がわかったというように頷いている。

「我が社では、ハングルは彼女以外できる者がおりませんので、十分にチェックもできませんでしたが……。何か不備でもありましたか？　そういうことでしたら了解いたしました。池上君、大事な取り決めの内容だ。しっかりとお応えし給えよ。後で報告をくれればいいから」




　ご冗談でしょう!? 　部長、置いて行かないでください！

　心の中で思わず叫んだ。日本語が話せる韓国人が比較的多いのは周知の事実だし、だからあれほど同行しても役には立たないと言ったのに……。

　だが、当の吉岡は困っている唯をろくに見もせず、「では、よろしくお願いいたします」と再び愛想よく確認したあと、くだんの女子社員とともに行ってしまった。




　一瞬しんと静まった部屋に、気が付くとソンウォンと二人で取り残されていた。

　かつんと小さく靴音が響き、ゆっくりと彼が近付いて来る。

　ああ、もう。こういう事態だけは避けたかったのに……。今更、どんな顔をして彼と話せばいいの？

　途方に暮れ、所在なく立ち尽くしていると、呆れたような声がかかった。




「……今の話によると、この三ヶ月、日本電機サービスから僕宛のメールやファックスは、全て君が作成して送っていた、ということになるのかな？」

　同時に、見覚えのある書類の束が示される。以前と同じ、くだけた柔らかな彼の口調に気付き、唯の緊張が少し解けた。

「はい、そうです……」

　そう素直に頷くと、彼は大きなため息をついた。まったくね、とぶつぶつ呟いている。

　唯は目の前に立つソンウォンに、困惑の目を向けた。

「翻訳した書類は、お出しする前に十分チェックしたつもりでしたけれど……、何か不備が見つかりましたか？」

『……いや。君の文書は完ぺきでしたよ。今の今まで、君が作ったとはわからなかったほど、ね』

　ハングルで答えた彼の声に皮肉な調子が混じった。それじゃ、いったい何が言いたいの？　唯はとうとう彼をまっすぐ見返した。

『でしたら、特に問題はないはずでしょう？　何をお聞きになりたいんです？』

　ソンウォンの瞳がユーモラスにきらめいた。口元に懐かしい微笑みが浮かんだので、どきりとする。

『そうだな。たとえば……、この文書を作りながら、僕のことを少しは考えたりしなかったか？　とか』

『……えっ？』

『唯！』

　ふいにソンウォンが切羽詰まった声で彼女の名を呼んだ。

　同時に、傍らのローテーブルに手にした書類が投げ出される。

　彼の動きにはっとしたとき、力強い手がぐいと身体を引き寄せた。

　気が付いたとき、唯はソンウォンの腕にしっかりと抱き締められていた。




　しばし呆然としたまま、唯は彼のスーツの胸に顔を押し当て、その脈打つ鼓動を聞いていた。

　何がどうしてこうなったのか、全くわからなかった。ただ、懐かしい強い腕が、やっと捕まえたと言わんばかりにしっかりと彼女を抱き締めている。

　そのぬくもりはこの三ヶ月、懸命に冷たい孤独と闘ってきた心に染み透るようだった。唯は今どこにいるかも忘れ、彼のスーツのかすかな香りに浸り込むように目を閉じた。

『唯……』

　再び耳元で切羽詰まったように名をささやかれた。手が頬にかかり、顔を押し上げられる。はっとして目を開くのとほとんど同時に唇を奪われていた。

　彼の攻撃は、二人の間に再び情熱の息吹を吹き込もうとするかのように激しかった。熱い舌先に促され、とうとう唇を開いてしまう。キスは貪欲で執拗だった。もっともっとと言うように、深くまで侵入してくる。受け入れて熱く舌を絡めるうち、身体がほてり震え始めた。




「ソン……ウォンさん、駄目……！」

　彼の腕を掴み、やっとか細い声で抗議を口にしかけたとき、再びノックがあった。ドアの向こうからまた別の女性の声がかかる。

『本部長、吉岡様が研究所の方に向かわれるとのことですが』

　はっと我に返ったように、ソンウォンは顔を上げて唯から手を離した。

『……わかった。ご案内してくれ。もちろん構わない』

　かすれた声でドアに向かって答えた時、彼の呼吸も少し乱れていた。唯はまだ震えていた。その場にしゃんと立っているために、支えるように自分に腕を回す。

　無言のまま、再び二人の視線が絡み合い、戸惑いと情熱とが交錯した。




　とにかく、この人から離れなければ。こんなに真近にいてはまともに考えることすらできない。

　いつもながら、彼の及ぼす影響力には圧倒される思いだった。もっと身体を離そうと焦り、はずみで少しふらついた。

『おっと、大丈夫か？　危なっかしいな』

　彼がとっさに彼女の身体を支えたので、二人の体がかえって再び密着してしまった。




『唯、どうして僕を見ない？』

　ソンウォンが、じれったそうに声をかけてきた。やっと声が出せるようになると、唯は俯きがちに問い返した。

「あなたこそ……、どうしてこんなことをするんです？」

「三ヶ月ぶりで会った恋人に、普通ならキスしませんか？」

「こ、恋人!?　今更、何を言って……！」

　考えてもいなかったことをさらりと、しかも日本語で返されて、唯は仰天して顔を上げた。

　また、からかってるんでしょう？　かすかに頬を染めて睨みつけた唯の反応に、彼が面白くなさそうに目を細めている。

『「今更」だって？　それじゃ君にとって、僕ら二人のことはもうすっかり過去の出来事になってる訳か？』

　自分のことを棚に上げ、こちらの情のなさを非難するような口ぶりに、ついかっとした。

「それは、わたしが言いたいセリフです！　わたし達のことは、もう全部終わったはずでしょう？　あの晩、あなたがはっきりと終わらせたんじゃないの！　なのに、この上まだ何か足りない、とでも言うつもりなんですか？」




　つい日本語で叫ぶように言ってから、慌てて口を押さえる。だがもう遅かった。無理やり封じ込めていた複雑な感情が、今の今、彼に向って全部飛び出してしまったのだ。

　どうしよう……。彼の会社の彼の仕事場で、こんなことを言ってしまうなんて。取引に影響があったらどうすればいいの？




　自分の立場を思い出し、唯は困り果てた。だがソンウォンは、少し表情を曇らせただけだった。

『なるほどね。君はそんなふうに考えていたのか。だから、僕にメールやファックスを山ほど寄こしながら、個人的なことには一切触れなかった？』

『そんなこと当たり前でしょう！　あなたへのメールもファックスも全部仕事なんですから！　まさかあなた、わたしからのメールを待っていたとでも言うつもり？』

『……その通り、って言ったら、信じてくれるのかい？』




　彼の唇に皮肉な笑みが浮かんだ。どこか寂しそうな眼差しの意味を量りかね、唯は力なく首を横に振った。




『だって、あなたは……、最初から、わたしのことなんか何とも思っていなかったんでしょう？　それはもう分かり切ってるのに……。あなたは、今でもヤン・ジスさんのことを思っていて、だからわたしに近付いただけで……』

『君はジスじゃない！』

　彼がふいに声を荒げて唯の言葉を遮った。驚く彼女の細い肩を再び掴まえると、じれったそうに顔を寄せてくる。まるで思い切り揺さぶってやりたいのを、やっとのことでとどまっているようだった。

『そんなことは最初から……、一番最初に君と出会った時からよくわかってる！　君はジスじゃないし、君にジスを求めるつもりもないよ！　……まさか、ずっとそんな風に考えてたのか？　僕を何だと思ってる？　いい加減にしろ！』

『でも……、それ以外、どう考えればいいの……？』




　ソンウォンが舌打ちして、いきなり唯を離した。そのまま足早にデスクに戻ると、立ったまま電話をかけ始める。唯は、混乱した頭を何とか整理しようと努めながら、彼が電話でいくつかの指示を出していくのをぼんやりと見つめていた。

　やがて携帯と車のキィを手に目の前にやってくると、彼は無表情に唯を促した。

『出かけるよ。君も一緒に来るんだ』
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　逆らっても無駄なのは、今も、ちっとも変わらないのね……。




　有無を言わさぬ態度に負けて、ともに大宝ビルの地下駐車場から彼の車に乗り込んだとき、唯はほとんどあきらめの境地になっていた。

　彼女を助手席に乗せ、車はソウルの市街地をぐんぐん走り抜けていく。




　一度だけ、街角の小さな花屋の前で車を止めると、彼は白百合の花束を買ってきた。花はバックシートに置かれたまま、どこかへ立ち寄る気配もない。誰かへのプレゼントにしては地味な装丁なので、不思議に思った。

　郊外に出るにつれ、次第に風景が変わってくる。いつしか高層ビルも商店街も消え去って、畑とビニールハウスが続く田舎の公道を走っていた。







『これも、お仕事のうちなんですか？』

　黙って窓の外を見ていた唯も、とうとう困惑の目を運転席のソンウォンに向けた。彼は何か考え込んでいるようにも見える。

『いや……、仕事とは関係ないな。さっき吉岡さんに言っただろう？　仕事は明日だ。今日はフリー、だからプライベートさ』

『それじゃ、今、いったいどこに向かってるの？』

『つけばわかるよ。もう少しだ』




　遠くにソウルを見渡す小高い丘の下の、丸く刈り込まれた芝草の空き地で車を止めた。周囲の草むらには、すすきが白い穂を見せ始めている。

　辺りにはすでに黄昏が迫っていた。夕日が西の空を茜色に染めている。

　促され、彼と一緒に車から降りてみると、丘の中腹の木立ちに守られるようにして、いくつかの小さな墳墓があった。




『ここは……』

『……ヤン家の墓所だ』

　言われてはっと立ち止まった唯の前で、ソンウォンはその中の一番新しく小さな墓の前に、持ってきた白百合の花束を備えた。

　しばし頭を垂れて黙祷している彼に倣い、そっと手を合わせた。唯にも、これが誰の墓なのかすぐにわかった。

　ソンウォンはまるで故人と対話しているように、じっと墓の向こうを見つめている。邪魔にならないよう、傍らに佇み、黙って彼を見守っていた。







『ありがとう。付き合ってくれて』

　しばらくしてようやく振り返ると、彼は唯を促し戻ろうと言った。何かが吹っ切れたように見える。




『あれは、ジスさんのお墓なのね……』

　車の傍でススキの向こうに見える小さな墳墓をもう一度振り返って、唯はようやく問いかけた。

『そう。もっとも、ここには彼女のごく一部しかいないけどね。本当に酷い事故だったんだ。遺体の区別もほとんどつかなかったらしい……』

『その事故のことは知ってるわ。無理に話さなくてもいいのよ』

『いや、できれば聞いてほしい、今のうちに……』

　ソンウォンの真剣な眼差しが、唯をまっすぐに捉えた。




『あの日本での最後の夜……。君とひどい別れ方をした後、僕は飛行機事故の現場まで行ったんだ』

　はっと身じろいだ唯を見つめながら、彼は思いを整理するように淡々とその時のことを語っていった。夕暮れの風が、ススキの穂と二人の髪をなぶって吹き抜けていく。




『ジスのことは、決して忘れないだろう。だけど、これが現実なんだ。そして、僕は日本で君に出会った。あるいはジスが、僕らを引き合わせてくれたのかもしれないな』

『ソンウォンさん……』

『寒くなってきた。乗って』

　だが、車に乗り込んでからも、ソンウォンはすぐにはエンジンをかけず、唯をただじっと見つめていた。

　その瞳があまりにも優しくて、少し怖くなる。




　ふいに彼が手を伸ばし、唯の頬に触れた。まるで壊れ物に触れるように、指先がそっと頬の輪郭線を辿っていく。

『……さっき、彼女に紹介したんだ。君のことを』

　目を見開いた唯に、微笑みかけながら彼が言った。触れている彼の手に、ためらいがちに自分の手を重ね合わせ、微笑み返しながら尋ねる。

『わたしのこと……？　どんなふうに？』

『僕の大切な人だ、ってね』

『え……？』

『唯……、この国で暮さないか？　僕と一緒に』

　唯は聞き違えたのだと思った。大きな目を見開き、ただ彼をマジマジと見つめ返す。

『今、何て言ったの……？』

　ソンウォンは彼女の表情をさぐるように見ていたが、やがてふっと和むと、手を伸ばして唯の身体を引き寄せた。

『こら！　この一大事を聞こえなかった振りをするのかい？　それはちょっと、ひどいんじゃないか？』

『そんなこと言われても……、本当によく聞き取れなかったみたいなの。ごめんなさい、申し訳ないけど、もう一回言ってくださると……』

『ふーん、それじゃ代わりにこうしようか？』

　ソンウォンの瞳が悪戯っぽくきらめいた。懸命に頼む唯の首筋に手をあて、顔を押し上げる。突然唇が塞がれ、半開きのままだった彼女の口に、熱い舌が滑り込んできた。まるで、午後に本部長室で途切れたところからの続きだと言わんばかりに彼女の舌を捉えると、情熱的に吸い上げてくる。もはや、逆らうことさえ許されなかった。

　熱い舌先に翻弄され、意識がかすみそうになりながら、唯も思い切りキスを返した。もう彼を拒もうとは思わなかった。見ている者も誰もいない今、拒む理由も見つからない。

　やがて、ソンウォンが荒い息をつきながら唇を首筋へと滑らせて行き、唯の身体が彼を求めるように寄りそった。ぐっと抱き締められ、胸が彼の胸板に押しつけられる。彼の手が、もどかしそうに唯の着ているスーツのボタンを探り、ブラウスを引っ張り上げると、露わになった腹部の滑らかな肌を愛おしむ様に辿り始めた。胸のふくらみを覆うレースの下着の中に手が滑り込んでくると、敏感なつぼみがさっと緊張し硬くなる。




　彼女が震え始めたことに気付いたように、ソンウォンは大きく息をついて顔を上げた。頬を染めて同じく息を乱している唯の頬に、もう一度愛しそうに触れてから、助手席に押し戻す。手早くシートベルトを締めると、エンジンをかけ始めた。

『このままだと、今ここで君を奪ってしまいそうだ。早く行こう』

『今度はどこへ行くの？』

　走り始めた車の中で、唯はまた困惑して尋ねた。彼はミラーに映った、まだほんのり紅潮している彼女の顔を見て、微笑んだ。

『予定変更。とりあえず、どこか近くのモーテルにしないか？』

　唯は僅かに身じろいだ。それから身体の力を抜いて、ゆっくりとシートにもたれかかる。彼女の口元にも笑みがこぼれた。

『……いいわよ』

　暮れていく紺青の空に、白い月がかかっていた。




***　***　***




　ソウルまで帰り着く時間さえもどかしいと言わんばかりに、国道沿いの新しいモーテルに車が入った。

　今夜は何もかも忘れてこの人と過ごしたい。たとえ、明日どうなろうと、後悔はしない……。

　彼について歩きながら、唯の思いはとうに定まっていた。




　思いのままに吹き荒れた大嵐が過ぎ去った後も、彼は自分のものだと言わんばかりに、唯をしっかりと抱き締めて離さなかった。

　もっともっと互いを感じたい。求めれば求めるほど、さらにそんな思いが募ってくるようだった。唇で指で手のひらで、触れられるたびに、唯も貪欲に触れ返した。こうして彼の胸に寄り添っていられるだけで、もう何もいらない。

　どれくらい時間が経ったのかもわからなかった。いつしか、ソンウォンの見かけよりたくましい裸身に身を委ねたまま、少しまどろんだようだ。

　ふいにサイドの明かりがつき、唯は目を瞬かせた。彼が手を伸ばしてベッドの脇に脱ぎ散らかした服の間から携帯を拾い上げている。低い声の会話内容から、会社からの電話だとすぐにわかった。彼が通話を終えるや、唯は心配そうに問いかけた。




『そういえば、仕事は大丈夫なの？　急に何もかも放り出してきてしまったんじゃない？　今何時かしら』

『八時過ぎだ……。いや、あまり大丈夫じゃなさそうだな。一度、本社に戻らないと』

　携帯で現在時刻を確認し、彼は小さくため息をついた。目元まで乱れかかった髪を掻きあげ、何事か思案している様子を見て、唯は慌ててシーツの下で身を起こした。

『それじゃ、今すぐに帰る方がいいわ。大体、打ち合わせは明日になったと言っても、あのまま飛び出して来るなんて、ちょっと無謀過ぎたと思うもの、今日のわたし達って……』




　そこで思い当たって、唯は少し咎めるような眼を向けた。




『あなたまさか……、しょっちゅうこんなことをしてる訳じゃないわよね？　キャッ、ちょっと、ソンウォンさんっ！』

　ちらりと皮肉な目を向けた彼が、唐突に動いて唯を再び枕の上に押し倒したので、悲鳴に近い声になった。

　彼が再びのしかかって、脅すように顔を覗き込んでくる。

『さっきの僕が「しょっちゅうこんなことをしてる」ように見えたかい？　僕だって、こんなルール違反をするのは初めてなんだぞ。まったく、誰のせいでこうなったと思ってるんだ！』

　そして唯をこらしめるように、もう一度たっぷりとキスをしてから、仕方ないな、とつぶやくと、身体を反転させて立ちあがった。

『残念ながら、この続きは仕事が全部終わるまでお預けだな』

　振り返った裸身の彼にどぎまぎし、急いで目を伏せた唯を、優しく見下ろしてから、彼は足元の衣類を拾い上げると、悠々とバスルームに消えていった。







　身づくろいを済ませると、二人は再び車に乗り込んだ。お腹がぺこぺこだ、と唸る彼に、唯も笑って自分もそうだと答える。

　途中、適当なレストランに入って食事をした。韓国料理の店よりしゃれた洋食店を選んでくれた彼に感謝しながら、問われるまま、この三ヶ月間どう過ごしていたか正直に話した。からかわれるかと思ったが、僕も似たようなものだったな、と苦笑されただけだった。

　ソウルの街も昼間より車通りが少なくなっていた。楽しかったドライブももうお終いね、とさびしく考えていると、それまで黙っていた彼が唐突に言い出した。

『唯……、ホテルより、今から僕の部屋に来ないか？　会社からさほど遠くないんだ。まだ話したいことも残ってるし、仕事が終わるまでそこで待っていてほしい』

　穏やかな声だったが、どこか緊張がこもっているような気がした。なぜか身体に震えが走る。一瞬沈黙してから、明るく微笑み返した。

「ええ、いいわ、もちろん」

　よし、決まりだ、と頷いて、彼はハンドルを右に切った。夜の帳の中、周囲の風景が、オフィス街から高層マンションの立ち並ぶ住宅街に変わっていく。興味深く眺めているうち、車は地下駐車場に滑り込んでいった。
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「これが、あなたのお部屋……？」

「そう、ほとんど寝に帰ってくるだけだけどね。好きにしていてくれ。何か必要なものがあれば、下に店があるから、買いにいくといい。鍵を置いていくよ。終わったら電話する」

　そういえば、さっきマンションの一角にコンビニといくつかお店が見えたっけ。そう思い出して頷く。彼が紙幣を数枚取り出すのを見て、目を丸くしてから慌ててそらした。

　彼はそれをさりげなく鍵と一緒にテーブルに置くと、「なるべく早く戻るよ」と、念を押して出ていった。




　片付けられたゴージャスなリビングルームに一人になると、唯は改めて周りを見回した。ブラウンと渋いゴールドの壁紙に合わせてコーディネイトされたチョコレートブラウンの家具調度類。男らしくて落ち着いた、彼にお似合いの部屋だと思う。

　自分の狭苦しいワンルームを思い出し、大違いね、とため息をついた。

　そっとソファーに腰掛けて、今の意外な成り行きを改めて反芻してみた。話があるって、何かしら。

　こうして、彼の一番プライベートな空間にいると、あらぬ期待をしてしまいそうになる。いけない、いけない。彼は単に気軽な気持で連れてきてくれただけ。それでも十分、素敵な思い出になるから。きっと、一生忘れないような……。




　それにしても……。

　日帰りの予定だったから着替えも寝間着も何も持ってきていない。それは仕方ないとして、下着の換えもないのはちょっと困る。彼は遅くなるだろうし、やっぱりちょっとお店に行ってみよう。

　未知の世界を探検するような気持で、唯はバッグと鍵を取り上げた。







　いつの間にか、眠ってしまっていたようだ。ふいに、抱き上げられた感覚で目が覚めた。瞬きした唯の頬に、上質のスーツの感触が当たった。慌てて顔を上げる。

「すっ、すみません、わたしったら、寝てしまったのかしら。下ろしてください、もう起きましたから」

『なんだ、別に構わなかったのに。疲れたんだろ？　今日の午後は無理させたからね』




　どうやらソファでテレビを見ているうちに、うとうとしてしまったようだ。ベッドルームのドアの前で、下ろしてくれながら、唯を見る彼の目が和んでいるのに気付き、微笑み返した。

『あなたこそ、お疲れ様でした……』

『いや、遅くなってすまなかった。もう真夜中なんだな。着替えるから、向こうで待っていて』

『それじゃ、何かお飲みになります？　本部長様？』

　昼間の女性社員達の言い方を冗談めかして真似ると、彼はちらっと睨んでから、にっこりした。

『君が好きなものでいいよ』




　改めてキッチンに立って、唯は小さくため息をついた。このスペースだけでも、東京の狭い自分の部屋が全部入ってしまいそうだ。

　こんなに広くてゴージャスな部屋なのに、生活臭はあまり感じられない。大体、このキッチンでお料理したことがあるのかしら。




　まだ新しそうなシンク台を見て、そんなことを考えながら、棚を探した。食器はセットで揃っているが、独身男性らしく、本当に最低限のものしか使われていないようだ。コーヒーのスティックと緑茶のティバッグを見つけた。ワインやブランデーらしき洋酒の瓶もある。考えた末、無難にお茶にした。遅ればせながら、今出張中だったことを思い出し、あの後、上司に連絡していないことに気付いて、ぎょっとする。

　カップを二つ取り出してお湯を注いでいると彼が部屋から出てきた気配がしたので、急いで尋ねた。

『そういえば、吉岡部長から何か連絡はあったでしょうか？　わたし、今出張中なのに、こんなことしてて、いいのかしら』

　なんだか途方に暮れた気分で、最後は呟くような声になった。ソンウォンが、くすっと笑って唯の傍にやってくる。

『ああ、もちろんさ。吉岡さんには、君は食事の後、ホテルに行ったと伝えておいた。疲れたらしいとね。明日の七時半から、朝食を取りながら打ち合わせるから、ロビーで待っているよう伝えてくれと言われたよ。今日のことは、僕の依頼ということで、ご了承いただくしかないだろうね』

『そ、それにしても、ホテルって、吉岡部長と同じなんですよね？　大丈夫……』

　心配になって彼を振り返った途端、目を丸くして黙ってしまった。

　濃紺とアイボリーカラーのアシンメトリーなトレーナーと黒いジーンズに着替えた彼が、間近に立っている。そういえば、スーツ姿以外の彼を見るのは初めてで、急に心臓が不規則な音を立て始めた。

『何だい？　ひょっとしてクビの心配でもしてるとか？　それならそれで、別に構わないと思うけどね』

『何言ってるんですか！　そりゃ、大宝グループの御曹司様にはもちろん関係ないでしょうけど、こっちは構うわ！　死活問題よ！』

『おっと、怒るなよ。もちろん送っていくから心配はいらないよ。遅くとも、朝の七時半には間に合うようにね』

　もう、この性格……。

　恨めしげにため息をついた彼女を引っ張るように、ソンウォンがテーブルのトレーを取り上げた。




『いつも、こんなに遅くなるんですか？』

『まぁ、大抵十一時は過ぎてるかな。十二時回ることも多いし』

　やっぱりね、と頷く。

『だから、ここではあまりお料理しないのね？』

『食事は大抵、外で済ませるからね。誰かと一緒のことも多いし、……って、変な誤解はしないでくれよ、仕事がらみだって。ふぅん、関心あるかい？』

『別に、そういう訳じゃ・ない・です・けど！』

　楽しそうに揶揄され、ついこう言い返してから、少し優しく付け足した。

『でも、本当に大変そう。あまり無理はしないでね』

　彼が微笑んで、ふいに言った。

『何だかいいな、君がここにいる感じ。帰ってきてこんな風にほっとしたのは初めてだ』

　唯も、普段着姿のソンウォンを前にして、とても不思議な感覚になっていた。今まで企業戦士としての彼しか知らなかったから、こんな風にリラックスした様子を見るのは初めてで、とても新鮮な気がする。ときめきと共に不思議な安心感が心に満ちてくるのを感じていた。

　この人と一緒に暮らしたら、こんな感じなのかしら。ふとそう思ってから、急いで打ち消した。




　ソファの脇にあった一人掛けの椅子に座った彼女を、目を細めて眺めていたソンウォンが、不意に手を伸ばすと、唯の手首を捉えた。

『どうしてそっちにいるんだ？　もっと傍に来いよ』

　促され、隣に腰を下ろそうとしたとき、さらにぐいと引っ張られた。気が付くと唯は彼の膝の上に座り込んでいた。驚きの声を上げた彼女を覗き込むように、顔を寄せてくる。

『実を言うと、ずっと会いたかったんだ……、君に』

　待ちかねたように重ねられた唇は大胆で熱かった。返事の代わりに唯もソンウォンの首筋に両腕を絡め、思い切り応える。彼の手が、唯が鎧のようにまとっていたスーツのボタンをはずし、ブラウスの下に進入して、繊細な肌を這い始めると、待ちこがれた快感が背筋を走り、のけぞって小さく声を漏らした。キスをさらに深めながら、彼がすかさず抱き上げ、寝室に運んでいく。




　少し乱暴に彼女をベッドに下ろすと、もう待てないとばかりに、唯が身につけている衣類をはぎ取っていった。明るいライトの下、恥じらうように横たわる裸身をまぶしそうに見つめ、自分も服を脱ぎ捨てる。ようやくライトが落とされた。覆い被さってきた彼の欲求の高まりを露わに感じ、たちまち火がついたように全身が火照ってくる。




「唯、唯……」

　名を呼ばれながら、頬で唇で手のひらで、体の隅々までくまなく愛撫されていく。彼の激しい情熱に応え、唯もありったけの思いを捧げて愛撫を返した。彼に必要とされていることが、こんなにも嬉しい。たとえそれが、今夜一晩限りの結びつきでも……。




　幾度目かの絶頂を二人で迎えた後、ようやく満たされた、というように、彼が隣に身体を横たえた。

　唯は完全に力尽き、ただ抱き寄せられるまま彼に寄り添い、目を閉じていた。体中が甘い余韻にまだ痺れている。身も心も、これ以上ないほど満ち足りていた。




　ソンウォンが彼女の頬に手を当て、ゆっくりと顔を押し上げると、真剣な目で問いかけてきた。

『唯。昼間言ったこと、覚えてる？』

『え……、何だったかしら？』

『僕と一緒に暮らさないか、ってこと。この国でずっと』

『それ……、本当に……？　本気で言ってくれているの？』

　思ってもみなかった言葉に、驚きを露わに問い返した唯に、ソンウォンがおもしろくなさそうに目を細めている。

『そんなに意外な提案かい？　今の今まで、この腕の中で乱れながら何度も上り詰めた女性の言葉とは思えないな』

「それとこれとは、少し……話が違うんじゃないかと思うけど……」

　急にひどく切なくなり、涙がこみ上げてきた。彼の胸に顔を寄せてすすり泣いていると、彼が驚いたように唯を見た。

『どうした？　泣いてるのか？』

『ご、ごめんなさい、自分でもよくわからないの。ちょっと混乱してるのかも。今日一日で、いろんなことがありすぎて……。でも……』

　涙に濡れた目を上げ、少しはにかみながら言った。

『今のわたしに言えるのは、これだけ……。ソンウォンさん、あなたを愛してる……わ』

　彼がはっと息を止めたような気がした。じっと見下ろす瞳に情熱と、この上なく優しい笑みが同時に広がる。

『それだけ聞けば、もう十分だな』

　再び熱いキスが降りてきた。　




***　***　***




　翌朝。

　本当に七時ぎりぎりに、ソンウォンに送られてホテルのロビーに着いた唯は、あれこれ詮索されたらどうしようと心配しながら上司を待っていた。

　だが、五分遅れてきた吉岡は、いつもの無愛想さで、勝手な行動はあまり関心しないねぇ、と、嫌みっぽく呟いただけだった。




　会場には、空港に迎えに来てくれたアン・スホ氏もいた。チェ次長の姿は見えない。話は順調に進み、最後に新製品の価格設定で合意に達すると、吉岡とソンウォンが、立ち上がって握手を交わした。

　唯が周囲とともに拍手をしているとき、ふいに背後から強い視線を感じた。

　振り返ると、会議室のドアが開いている。そして、ひどく威厳のある初老の紳士が立って、会場を、いや、自分を眺めているようだ。

　目が合った途端、まるで値踏みされているような緊張感が走り、ひどく戸惑った。

　次の瞬間、その場にいた大宝グループの一同が、ドアに向かって敬意を表するように立ち上がったので慌てた。この会社の地位ある人物に違いないと思った時、会長がわざわざ、という囁きが聞こえ、深く納得する。

　大宝グループ会長は、その場の一同に向かって厳粛に頷くと、何故かもう一度唯をじっと見つめてから、近付いたソンウォンに何か話しかけ、その場を去っていった。




　終了後、吉岡のサポートで他の韓国スタッフ達と話していると、昼食会の準備ができました、と女性の声がかかった。

　見ると昨日の、日本語のできる女性が立って、にこやかに微笑んでいる。

　一同が歩き始めたので、吉岡についてそちらに行こうとしたとき、またもやソンウォンに押しとどめられた。

「申し訳ありませんが、昼食会は吉岡さんお一人でお願いします。通訳はホン・ジョンミンにお任せくだされば大丈夫です。池上さんに、会長からお話があるそうですので、わたしと一緒に来てください」

　会長から？　どういうこと？　唯が驚いて上司を見ると、こちらもひどく意外そうな顔をしている。

　だがソンウォンは詳しい説明をする代わりに、「では、よろしくお願いします」とだけ言うと、唯の肘を捉え、エスコートするように歩きだしてしまった。戸惑う唯を伴い混雑した人の間を抜けて、役員専用エレベーターに連れ込んでしまう。




　エレベーターのドアが閉まり、二人きりになった途端、唯は掴まれていた腕を振り解き、彼に向き直った。

「待ってちょうだい！　会長がわたしにお話って……、どういうことなの？　先に説明して！」

　ソンウォンが、やれやれ、と言わんばかりに腕組みする。

『君と会って、直接話がしたいんだと思う。会議が終わってから、僕の婚約者を紹介するって、今朝、親父達に話しておいたからね』

　無言で見返す唯に、皮肉なまなざしが向けられた。

『何か問題でもあるかい？　君を紹介する絶好のチャンスだろう？』

『その前に……！　婚約者って、一体誰のこと……？』

　話が完全に理解の範疇を超えた。口をパクパクさせて問い返す唯を眺め、彼はむっつりしている。

『結婚すると決まった相手は、普通、婚約者と言うんじゃないか？』

「結婚！？　誰が、誰と？　いつ？」

『君と僕が。この合同事業が終わった後に』

　わかったかい？　とソンウォンがまるで聞き分けの悪い子供を納得させるように、額をこつんと合わせて呟いた。だが、唯の戸惑いは消せなかった。一呼吸置いて、やっと弱々しい声が出る。

「……知らなかったわ。いつの間に、そういう話になったの？」

『昨夜から今朝にかけて、かな？』




　真面目くさって応えた彼を睨んで、唯は考えをまとめようとした。

　これはいくらなんでも酷すぎる。人生の一大事を、この人は一体何だと思っているのだろう。

　何とか落ち着こうと、息を吸い込み目を閉じてみた。彼を真似て皮肉に言い返してやりたかったが、か細い声しか出てこない。




『でも、わたし……、何も聞いていないのに……』

『昨夜、君は「僕を愛してる」と言ってくれた。あれは嘘だったのか？』

『嘘じゃないわ！　でも、それとこれとは、話が違うんじゃないかと……』

『違わないよ。僕も君を愛してる。だから、結婚しよう、唯』




　ゆるぎない自信に満ちた言葉だった。その瞬間、唯の脳裏に、彼に言いたい言葉が百も駆け巡った。だが、それ以上に心の一番深い所から、大きな喜びがこみ上げて、圧倒されてしまう。

　しばし絶句した後、結局、口にできたのはこれだけだった。

『そういうことは、お父様に話す前に、まず本人に確認してもらえると……』

　ありがたいわね、と言いかけたとき、じれったそうに唇を塞がれる。

　昨夜の激しい情熱をそのまま湛えたキスは、唯の不安を吹き飛ばしてくれるようだった。やがて顔を上げたソンウォンは、両手で唯の顔を包み込むと、こぼれ始めた涙を親指でぬぐい取ってくれる。

『結構、泣き虫なんだな』

　差し出されたハンカチを目元に押し当て、唯は呆れたように微笑んだ。

『泣き虫なのは、今だけ……よ。あなたがあんまり、びっくりさせるから』

『ふぅん。でも「今」はあまり泣かない方がいいと思うな。せっかくの化粧が落ちたらまずいだろ？　ほら、親父が待ってる。行こう』




　ああ、もう……。まったくその通りよね。 

　言い尽くせない思いを込めて、目の前に立つソンウォンを見上げた。彼が笑顔で二十五階のボタンを押す。止まっていたエレベーターが、ぐんぐん上り始めた。

　やがて、並び立つ二人の前に、会長専用フロアのドアが開いた。







第一部　完　


  




君きみが見みたいから

第一部











著者　　上こう月づき美み青さお









2013年3月21日　発行




発行者　安倍太一

発行所　メディアチューンズ株式会社

〒353-0002　埼玉県志木市中宗岡5-24-27

http://mediatunes.jp/

Venus Books








表紙デザイン

by　KAWABE KAYOKO

（Photo by (c)Tomo.Yun 　http://www.yunphoto.net)

（stock.foto 　http://www.foto.ne.jp/)





©2013 Misao Kouzuki






本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべてメディアチューンズ株式会社および正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含みます）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





  


[image: ]


メディアチューンズがお届けする
大人の女性のための電子書籍レーベル


http://venusbooks.jp

電子書籍ストアにて好評発売中！
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恋のメロディをもう一度　〈ララ・エンジェルス〉シリーズ１

著者　ココ・セシル






ジル・コリンズは３人組ガールズバンドのリードボーカル兼ギタリスト。

ウエイトレスのアルバイトをしながらメジャーデビューを夢見るジルの前に敏腕プロデューサーのサイモン・シーザーが現れる。

サイモンは伝説のロックバンド〈ハイパーチャージ〉の元ベーシスト。

ヒットメーカーのサイモンにスカウトされ、念願のメジャーデビューを果たしたジルだが、やがてサイモンをめぐってバンド仲間のジュリアナとぎくしゃくする。

恋と友情のはざまで悩むジルがとった行動とは？



ロサンゼルスを舞台にしたエンタメ系ロマンス〈ララ・エンジェルス〉シリーズ第１弾！
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Love Island

著者　カワムラユキ






リゾートを舞台に、男女それぞれの目線で描かれたラヴ・ストーリー。



（HOMME）美貌のトップ・モデルを多数抱えるエージェンシーのエクゼクティヴ、シュウは、看板モデルの大手芸能事務所移籍により、走り続けてきた人生に立ち止まるきっかけを得る。秘書から渡されたリゾートへのエアチケット、それは彼が本当の自分に出会う旅へと繋がってゆく。KRUGとハーヴ・リッツを愛する男に訪れる本当の愛とは？



（FEMME）カリスマ・ネイリストとして順調にキャリアを重ねているユカ。ある日、有名女優の広告撮影のため、海外ロケに訪れる。撮影は早々に終了し、時間を持て余した彼女は、先輩より近くのリゾート島への旅を勧められる。偶然にホテルで出会った美しい女性に導かれるまま、真夜中のパーティへと迷い込んでゆき、そこで彼女は未知なる愛の景色を見つけてしまう。
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君が見たいから（一）

著者　上月美青






池上唯はハングルが堪能なことから、会社の韓国企業との提携プロジェクトに抜擢された。その夜、仲間と行ったラウンジで、見知らぬ韓国男性と出会い、一夜を共にしてしまう。呆然としながら逃げるように帰った翌日、会社に迎えた相手企業代表の顔を見て、唯は言葉を失った。避けようとする彼女にぐんぐん接近してくる彼には、何か理由が……？

韓国財閥御曹司と日本人ОＬの激しい恋を描いたドラマティック・ラブロマンス！
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君が見たいから（二）

著者　上月美青






ソンウォンと婚約し、彼の父、財閥会長が待つ部屋に入った唯。続く食事会中、彼の計画を聞かされ驚く。期待と不安を胸に、唯は再びソウルに向かう。だが二人の前に思わぬ壁が立ちはだかった。結婚に猛反対する彼の母親、ソンウォンに急接近する社長令嬢、唯の心は揺れ続ける……。

韓国ソウルを舞台に、財閥御曹司と日本人ＯＬとの激しい恋を描いた、ドラマティック・ラブロマンス、波乱の第二部！
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シーズン～巡り合い～

著者　一悟

イラスト　高橋伸輔






高校時代サッカー選手として県内で名を馳せた恵介だったが、サッカーは高校までと決め、

大学は推薦を断って幼馴染の一弥と一般入試で同じ大学に進学した。

しかし入学式当日、高校時代の先輩吉田と再会し、サッカーはもうやらないと何度も断る恵介だったが吉田が主将を務めるサッカーサークルにしつこく勧誘を受ける。

新歓コンパに連れて行かれた先で恵介はマネージャーの沙織に一目惚れしてしまう。

しかしその沙織とまさかの大ゲンカをし、話の流れで恵介の入部が決まってしまう。

サッカーを再開するきっかけになった沙織と仲直りし、恵介は学内サッカーサークルの優勝を目指して奮闘する。

弱小だったチームも努力を重ね、ついに決勝進出を決める。しかし突然チームに悲劇が降りかかった・・・。
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